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(早稲田大事理工部腔用化墜科研究室〉

酸性白土のメチレン青水溶液及有色石油に

劃する股色能の相濯に就て

山 '本

石川

柄

平七

1緒言

有色石油に封する酸性白土類の脱色現象IC閲しては義に著者の 1人山本は質験報告する所ありた

り。(工化、昭、 5、1244)即ち其脱色作用は主として物理的の吸著作用iζ基因し、被脱色石油の種

類に依り各酸性白土の脱色力は多少の相違はあれど、大局より考察して酸性白土類の石油類l亡封ず

る脱色カは共品位の優劣に闘し!能〈平行する事を事げ、更に各種の酸性白土の有色1:'j油に封ずる貰

際の脱色能は一定の標準の石油lて劃する肱色能を以て比較する時最も能〈判定せら.t可き事を設け

れ此事質は一般油脂類比封ずる酸性白土の耽色作用に就ても亦同様なり。(著者報告、本誌、昭、

6、第15蹴)耐して酸性白土は現在大部分が石油類及油脂類の股色精製剤として使用せられ居る閲

係上、 酸性白土の脱色カ評憤法としては被脱色液を一定標準の有色右抽l亡求むる事が最も合理的な

りと信十。

然るに摘り本邦のみならすF各園に於て佐々酸性白土の股色能を表はす場合に舵性決又は脆色用茨

の院色能に倣ひメチレシ・ブルー水溶液[l:封ずる枕色能力を以て表現する事あり。股色決は化接的

成分より見るも極めて簡草なるー成分系tとして従つτ共吸著)'1歪脆色現象も比較的簡翠なり。然る

に酸性白土は共分析成分が示す如く遁IC複雑なる化事構造を有し、共脆色作用も借位決素の場合&

同一に論す=るを得ざるは賞然なり。即ち活性炭素句評憤怯のーたるメチレン・フツ'¥.--の如き瞳基肱

色素水溶液['C封しでも酸性白土の脱色力は太いに相違L純粋-なる吸幸子現象に闘聯Lて二次的保件に
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依り大いに影響せられて其脱色力の相遣を来すものなり。

酸性白土類の石油、油脂類f[~Hずる脱色能はメチレン・ブルー等の堕基性色素水溶液に封する脱

色能と夫k平行するものにあらす=。之lて関しては従来も屡報告する所ありたり、従て一般に酸性白

土類の許慣法としてメチレン・プルー水溶液に封する脆色能を以てする事は全く不油営なり。本報

告に於ては更に之等の諸鈷に就き詳細賀脆結果を報告するものなり。

2 供試酸性白土及加工品

股色能試験i亡使用したるもの L内天然産-酸性白土として糸魚川義(淡賞、製品)、岡山腕三石産

〈赤色、原土)、鮫性白土及外国産酸性白土として捕逸琵フランコ ニット S(原土)の3極を撰定した

り。此内糸魚川白土は市販さる L優良鍛性白土にして岡山三石白土及フランコ=ット S、は共に石

油色素の股色に不通嘗なる所謂劣等酸性白土の部に属するものなり。次i亡鮫性白土を加工したるも

のとして前記三石康酸性白土より調製したる活性白土及前記糸魚川産自土(淡黄、製品)のアルカリ

fta理白土の2種を採用したり。是等は共に宮殿室的に調製したるものにして活性白土の調製僚{牛は

原料乾燥白土l亡封し3規定窓酸2倦量(重量)を添加し2時間沸騰庭理したる後、水洗し完全に遊

離般を除去したるものなり。叉アルカリ白土は原料白土を水素aイオシ潰度pH9)'J至10の多量の茨

酸ソー ダ溶液と撹砕しつ L室温l亡於て庭理し水素イオン濃度の減少せる時は主主夫該溶液を補給し一

定水素イオン濃度中にて約24時間反癒せしめたる後共催掘過し乾燥したるものなり。

酸性白土の成分と共股色力とは直接関係無きが如きも酸性白土加工品に関しては其原料酸性白土

の成分と加工品の脱色力との聞には緊官なる闘係あるを以て以上の酸性白土類の成分を第1去に描

く。。

第 l表供試酸性白土類の成分

名 稽
灼熱波量 SiO~ Al~03 Fq94 03 CぬO MgO 
% % % % % 

糸魚川白土、淡賀、製品 6.37 70.67 15.50 3.23 0.73 1.47 

三石蓬白土、赤色、原土 9.05 59，99 21.39 6.43 0.90 1.う2

倒産フラ yコニットS、原土 S.93 58.66 24.29 7.75 1.39 0.86 

三石白土より製したる活性白土 6.75 80.32 10.72 0.74 0.20 0.98 

糸魚川白土より製したるアルカリ白土 遊難獄 NnOHとして約 0.5%を含有す※

※アルカリ庭理白土は糸魚川白土、淡賞、製品と共成分略同一にして NaOH0.5%を含有する

事は此白土の酸性度 (Nj20KOH溶液にて滴定)より計算により求められたるものなり。

上記アルカリ庭理白土は沈毅容積極めて大にして叉共コイロド性も非常に増大しー沈降速度小と

たり、天然l亡産する所謂ペントナイトに極めて類似し来れるは興味ある事賓なり。天産ペントナイ

ト属粘土としては本邦山形勝にも相営量産出するが、何れもアルカリ性を呈しX線的には酸性白土

中の結晶と金〈同ーなり。(著者、工化、昭、 7.1218及、昭、9.194参照〕此事賓より天産ぺY

Fナイトの成悶も推察せられ、叉人工的犯酸性白土よりベントナイト類似物質の製造も亦可能にし



早稲岡田E用化撃曾報 3 

て極めて興味ある賓験結果なり。

3 脱色力試験法

股色力試験に先たち前記供試酸性白土類を一定の大さの粒子とし之を乾燥せざるべからや、即ち

前記の酸性白土を先づ珠め 1200C IL約 2時間乾燥したる後之を筑鉢にて粉砕し何れも 1∞目儲

(1∞目/吋)にて節分したるものを更に 1200C1L.iE 3時間乾燥し後除滋器にて冷却保存したるも

のを似試品となしたり。

供試被脆色液は色素水溶液として臨基性色素のメチレン・ブルー水溶液及石油色素溶液としてア

スフアルトを燈油に溶解したるものを・採用せり。メチレン・ブル-i容液を調製するにはカールパム

舎枇製純メチレン・プルーを精確に1.5g秤量し之を却Occの煮沸して茨酸を除去したる恭溜水に

室温に於て溶解し更に 11フラスコ中に牧め問機務め炭酸を除去し?とる蒸溜水を以て槙線迄稀揮し

能く内容物を振量して後清澄なる試薬場中に貯蔵す。

又アスフアルトの燈油溶液を調製するにはアスフアルト(針入度4050の直滑アスフアルトにして日本

石油製品)lOgをO.lg迄精確に秤量し之を市販チェスター燈油の約 5α)cc，亡溶解す、此l際湯煎上

にて 50~600C IL加盟する時は容易に溶解すべし、大部分のアスフアルトの溶解を見るに及んで、溶

解油を傾斜法により内容2，∞つccの区ーカーに移し、論未i容解のアス 7..，7レト iては更に同燈油5∞cc

を添加し同一操作により溶解す、溶解油は前記のi容解油に合併し、更に未溶解アスファルトは同一

操作を反復し完全に溶解を完了す。大!晦 2，∞Occを以て充分に此目的を建成するを得。ヨたに此i容解

泊を大型漏斗Kて摺紙上K潟過す、猶措紙上に未溶解のアスフ..，Jl--ト細粒物附着せるを以て、之を更

に1政治ccの同一世油にて洗糠描過して之を前記溶解油にカlしふるものとす、即ちアスフ?ルト 10g

を3，α)()ccの燈油1L1容解せるものなり。石油類に封する酸性白土の股色油として盤油アスファルト

溶液を採用せるは該i容液が能く石油類K封する酸性白土の股色力と予行し叉股色力測定上便利なれ

ば便宜上使用せるものなり。(上記報交、エ化、昭、 5.1244) 

市してー聞の賓験に使用する是等被股色液の量はメチレン・プルー溶液にありでは2(kc，アスフア

ルト溶液にありでは15てc，なり。

股色力を決定するには次の 2操作を施行するものなり。(1)股色度~UJ定操作、 (2)股色力特性曲

線の組立及脱色カ計算、なり。

(1) 股色度測定操作

内容ぬccの共栓付硬質試験管に前記被院色液を採り之に供試白土をミリグラム迄精確に秤量し

たるものを添加し手指にて共栓の頭部を墜しつ L上下に烈しく 2-3分間銀盤し更に30分間室温に

て撮重機上に振撞を権額したる後約1時間帯置、白土粒子の沈降して土澄液を得るに至れば径llcm

の定性用措紙上に該上澄液を漉過し此庭i乞得られたる脆色液と白土無添加の同一操作を粧だる被脆

色液とをヂュポスク氏色度計にて共潰度を比較し共の如き計算式にて間接に肱色豆容を計算するもの

なり。今脆色液の讃みの修正値を Rmとし室試験を経たる被股色液のそれをR。とすれば是等は相等

しき色相に於ける各液の液暦の長さを表すを以て共濃度は是等修正値の逆敢に比例するものなり、
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1 1 R 
l!Pち 脱色液の濃度;被腕液の版=百二 :E740:Rm=詰:1 
今被脱色液の濃度を 1∞Fぎとなす時は股色液の濃度除決式により計算する事を得るもの危り。

脆餓の濃度=会-xl∞%

即ち被股色液中の色素物質の(Etx判以けは猶白土により股色せらる晴無〈股色液中iζ
棒存する事を意味するものなり。

故に白土により脱色せられたる色素物質の百分率は次式の如し。

iR ¥Rー-R
脱色率=1∞μ-1t xl∞)% ~''''R~ ' o x1∞だ

(2) 股色カ特性的観の組立双耽色力計算

前記股色Z撃を添加白土量の異なる場合5側l亡就き施行し、夫々の場合の股色率を計算するものな

り。斯くの如く して得られた股色率は縦軸に叉白土添加量を横軸にとりて此庭に曲観を組立つるも

のなり。之を著者等は股色カ特性拍車fl!と命名したり、白土添加量はメチレシプルーの際は0.05，0.1 

0.2，0.3及びO.5g添加し、石油色素アスフプルトの時は0.1， 0.2， 0.3， 0.4及びO.5g添加して此目的

を達成したり。

而して股色カを計算するには前記股色力特性曲級により一定股色至容に到達するに要する各翫白土

の添加量を固計・算にて求め其等の g教の逆教を以て股色力となす。

此場合の一定股色率は通常の場合!X)%を味用するものなるも若し比較すべき酸性白土類が共腕色

カに於て優劣の差著しき場合には30%以上の股色三容に於ても其股色カを比較し得るものなり。猶却

%以下及95%以上の股色率l亡於て比較決定する事は色度計・の品性能上其誤差を犬伝ら しめ結果を不精

確ならしむるもの走り。

4 賓験結 果

前記の如き試験法によりメチレン・フワレー 0.15%溶液及アスフマルト石油溶液(10gアスフルト、

31燈油溶液)中に於ける股色試験を施行し?とる結果除次表の如し。

(1) メチレン ・ブルー7k博液の股色試験結果

第 2表 メチレンブルー溶液よりの肱色率

説、 色 E手 C%) 
自 土 名 稽

0.05g添加 O.lg添加 0.2g添加 O.3g添加 0.5g添加

糸魚川白土、淡賀、製品 34.4 79.4 100.。 roO.O 100.。
三石産自土、赤色、阪土 4 29.4 77.4 98.9 ' 100~0 1∞.0 
調産フラ yコZ ツト、 S、原土 52.¥' 90.6 l'OO.O 1'00.0 100;0 

三石白土より製したる活性白土 26.9' 75.4 98.5 99.9 100.0 

糸魚川白土より裂したるアルカ F自主 96.2 99.2 99.7 100.0 100.<1 

以上の闘係よ り脆色ゴJ，~特性曲線を組立てし結果は第 1 闘の如 し。
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第 1間股色力特性曲線くメチレγ・フ.ルー溶夜〉

脆

色

軍事

タ五

白土添加量 g

鍋j此色力を闘計算的l乙求めたる結果をー去にすれば次の如し。

第3表 員ヂレY ・フ.ルー水溶液の脱色カ比陵表

白 名 稽 士?還?定重す腕量巷色ドE裂翠9す5唱る各に到自 膜色力 糸の2魚虫川色自力主を1〈受さ賞し〉た型畠時品
土

〈同上逆数) の脱色力(僻〉

糸魚川白土、淡賞、製品 0.145 6.9 1.0 

三石君主白土、赤色、原土 0.¥57 6.4 0.9 

濁~7 ラ Y コ エ ット S. 原土 0.119 8.4 1.2 

三石白土より製したる活性白土 0.164 6.1 0.9 

糸魚川白土より製したるアルカ リ白土 0.043 23.3 3.4 

以上の結果を見るにメチレン ・フ勺レー水溶液よりの枕色はアルカ リ白土断然優秀に して沼 下一般

K 使用され居る糸魚川白土の約3.4倍に相官ずるものなれ之に反 し石油色素の脆色に甚だ優秀な

りとされ居りたる活性白土ば反封tt糸魚川白土に比し梢劣れれ又捕逸産酸性白土フランコ =ツト

S.は梢優秀なり、描此鹿に注意すべきは三石産白土に して原土及活性白土共に全く同ーの股色力

を有する事柄なれ 即ち酸庭理によりでは瞳基性染料水溶液よりの脆色力を増進する事は困難な り

と思考せらる Lものなり。

(2) アスフアルト燈泊溶液の股色試験結果

第4表 アス7ア11.-ト溶液よりの脱色率

白 土 名 脅迫
腕 色率(%)

O，lg添加 0，2 g添加 0.3g添 :rn 0.4g添加 0.5.g奈加
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糸魚川白土、淡賀、製品 31.7 55.5 69.7 78.2 82.4 

三石産自土、赤色、原士. 12.7 21.7 29.1 33.8 37.1 

調蓬フランコニット.S.原土 1う5 28.5 39.7 48.8 55.6 

三石白土より製したる活性白土 83.0 93.5 96.4 98.3 99.4 

糸魚川白土より製したるアルカリ白土 23.9 45.7 62.1 72.6 79.4 

以上の結果より股色力特性曲線を組立てしものは第2固に示す如きものなり。

猶此特性曲線より股色力を固計算的に求めたる結果を第5表に描ぐる事次の如し。但し此場合に

は供試白土類の股色カl亡優劣の差甚だしきものありたる矯め一定脆色率を35%に取りたり。

第5表 アスフアルト語学液の脱色カ比較表

白 土一す軍定る艦股にz裂色EすEにる各至'1淫自 腕色カ 糸魚川白土淡葉製品
土 名 稽 の腕色力を l(Z倍し〉た

〈同ト逆数〉 る時の脱色力

糸魚川白土、淡賞、製品

三石室白土、赤色、原土

調蓋フラシコユヅトふ製品

三石白土原料の活性白土

糸魚川白土より裂したるアルカリ白土

院

色

第2園 肱色力特性曲線〈アスフアルト燈

泊溶液〉

白土添加重量 g

0.112 

0.432 

0.253 

0.024 

0.150 

8.9 1.0 

2.3 0.3 

4.0 0.5 

41.7 4.7 

4.0 0.8 

以上の結果を見るにアスフ 7 ルト石油溶液よ

りの枕色は説明せる如く三石白土より調製した

る活性白土断然優秀にして市販糸魚川白土の約

4.7俗に速するを見たり。而して共原料土たる

三石産白土に比しては将に20倍近くに共股色力

を増進せる結果を見たり。之に反し糸魚川白土

を原料としたるアルカリ白土及摘通産フランコ

ニットS.の如きは甚だ共股色カ劣等なりと云ふ

べし。

以上メチレン・プルー及アスフアルト雨i容液

より酸性白土類の脆色を考察するに全く反撃Jな

り。即ちアスフアルト溶液に於ける脆色力大な

る活性白土の如きはメチレン・プルーi容液より

の股色には殆んど共効少し又アルカリ庭理白

土は石油浴液の如き ものには全く反11の結果を示すものなり。

(3) メチレン・ブルー裕液のアルカリ友ぴ酸に封ずる作用

試験結果(1 )より見るにアルカリ白土ばメチレン・プルーの如き臨基性色素溶液に拡 U!股
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色カ極めて大なれ之は酸性白土表面に遊離J伏に存在する濃度高きアルカ リl亡基悶ずる疑無き能は

す言、若し然りとすれば之は酸性白土自身の股色と云ふよりは寧ろアルカ リによる沈澱反@{Iこして極

端に論やれば品位劣等なる珪藻土のアルカリ庭理物にでも同一結果に到達する筈なり。若し然ると

せばメチレン・プルーに封する脆色力試験法は勿論、酸性白土品位決定上意味無き方法なり。

以上推定の下に被耽色液メチレン・フツレーを 5ccづ L試験管に採り、之等に1.0，0ふ0.1，0.0:5， 0.01 

及び 0.001規定苛性曹達溶液各 2ccづ Lを添加したるに1.0規定のものは暫時にして紫色に費じ、

0.1規定のものも約2時聞を経過するに及んで・同様の色相を呈し、 0.1規定のものも亦2乃至3日にし

て同様に重量Iじするを見たり。而して1.0規定のものに至つては 1時間後完全に紫欣沈搬を生成L、

0.1規定のもの亦約10時間後完杢に沈殿分離するを見たり。叉0.03規定のものも約3日後完全に沈澱

分離するを看取したるものなり。

ヨたに盟酸i亡封するメチレン・ブルー溶液の鑓Iむの欣態を検したる結果メチレン・ブルーの前記被

脆色液50ccIこ5.0ccの蒸溜水を添加したるものと、同3つccIZ:: N/50盤酸溶液j.Occを添加 したるもの

とは全く共色相に鑓化なかり しも同様50ccIZ:: N/5盟酸5.0ccを添加したるものは前2者に比し色相

遁に濃厚にして前2、者の濃度の約1.5俗t"C相官せる事を見たるものなり。而して盟酸溶液を添加し

たるものは斯の如き稀棒液にては宰も時日の経過により饗化無きが如し。

5 賓験結果の考察

上記貰殺の結果はメチレンプ・ルーの如き盟基性色素に封ずる酸性白土類の肱色能とアスフアルト

燈泊溶液に封する脆色とは全く相反するものなれ一般に色素7ki容液に於て被吸著物質たる色素の

吸著は水溶液中に共存する諸僅の イオン特lok素イオシ及水酸イオンIZ::依り影響せらる L事は容易

に考察せらる L所なり。メチレン・プル{の化喜撃草構浩は

Cl 

(♂CH出則砧心山)川2Nνf「ト一iと三f(可N(問Cα印叫叫H叫則王も却3心)
¥/一川一¥/

にしてR.Clの形般を有しー屈の中性盟と見倣し得られる故、恰も酸性白土に食躍の如き無機中性臨

溶液が作用する場合と類似し、酸性白土の所謂酸性度(著者、本誌、昭、.5:13蹴〕に関聯し来り、

純粋なる物理的の吸箸乃至脆色作用ならざるものなり。叉メ安レン・ブルーは化製的にも安定なら

ざる色素に して本質験に於けるが如く極めて弱き帳、叉は特に弱きアルカ リ溶液にでも容易に色棉

の費化を生ヒ、更に沈澱を生す=るものなり。

上記の事項よりメチレン青の如き盟基性色素水溶液 I"C~討する酸性白土頚の脆色作用は無機中性寝室

溶液の場合と同様に考察し:先づメチレン青ー中の R基は白土中の主要成分と吸著結合して溶液中には

堕酸を遊離し、従て盟化アルミニウム等の臨化物を共存する化接的反躍を惹起する。故に該脆色作

用は共存する水素イオン濃度i亡依り大に影響せられ貰験IL依るに酸性白土冶酸性度高きもの程共脆

色作用小となり叉アルカリ性大なる白土程其股色力大となる。問中芳雄氏、桑IH勉氏(工化、昭、

7. 649)はメチレン青ーの如き盟基性色素水溶液に劃するi酸性白土類の股色作用は純粋なる物理的吸
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著作用fC非守して色素との治強反躍即ち化製反躍なりと報告せられ侍れれ本質騒の結果よりも蓋

し最も受賞なる説明なり。

一方石油類に封する酸性白土の脱色作/1jは溶媒は石油にして従て千オνの濃度。最長響も考へられ

や従て白土と共存する水素 fオン並1L7k耽イオンの影響も殆んど無硯し得る校本質!裁に於けるが如

〈全く肢性白土木来の吸著作用に操るものなり。

要するに本質験の結果より考察するも酸性白土類を石油、油脂類の脆色、精製に使用する限りに

於ではメチレン・フツレーの股色力を以て酸性白土を評慣する事、或は酸性白土、活性白土等の活性

度を測定する事は金〈無意味なり。

5 総 括

(1) 代表的酸性白土3極、活性白土(盟酸底辺白土)lL極及アルカ リ白土1種に就きぷチレシ

・プル ー水溶液と石油溶液よりの脆色力比較式駿及メチレン・プル押水溶液の酸、アルカリ稀薄液l亡

封ずる作用を質験し、之等雨i容液t亡封する酸性白土類の脆色能説明機構のー資料占局したり。

(2) 脱色率及股色力担1J定の試験方法を詳細設明したり。

(3) 酸を以てJ1Tt，理せる酸性白土(情性白土)とアルカリを以て庭理せる酸性白土(アルカ リ白

土)とは夫k メチレン・ プル甲及石油に3討する股色能は全く相反するを見たり。即ち前者は有色石

油に劃する脆色能は優秀なれどメチレン・プルーに封ずる股色能は極めて小なり。後者は有色石油

lζ封ずる股色能は小なれどメチレン・プルーに3討する股色能は大なり 。

(1) 三石産の酸a性白土及調逸産フランコユットS.原土の如きは之を通仰tli訂版酸性白土に比較す

れば有色石油1L!i討する脆色能は極めて小なれど一旦之等を酸庭理、活性化する時は貨に優秀なる脆

色能を現出するものなり。

(5) 酸性白土を極めて係薄なるアルカ リ溶液にて共酸性度を充分中和してアルカリ性なら しむ

る時は共コ ロイド性を大いに増大 して、恰も所謂ベントナイトの如き性状を呈ず。此事質より天産

ベントナイトの成因も推察せられ、又人工的に酸性白土より ベントナイト類似物質の製造も亦可能

なり。

(6) 酸性白土のメチレン ・プルーの如き聾基性色素水溶液iζ到する耽色機構と有色石油に封す

る肱色機構は大いに共趣きを異Icし、 前者は主として化製反艇に依り色素の股色を起すものI乏して

後者は主としで吸著現象に基くものなれ

(7) 現在酸性白土の主要なる用詮は石油及油脂類の肱色精製lてあるを以て之が評償法さ しては

メチレン ・ブルー水溶液に依る枕色力の測定試験法は全く不通嘗なり。正確には各被供試油類に就

で試験せざる可らざるも著者等は便立上、被股色液と して一定標準の有色石油溶液を採用 し属れ

り。

附言巴本質勝を施行するにtきり終始懇篤なる御指導下されたる小林博士に深識の意を表す。く昭和9年 11月

1日〉
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X線フィ)Lム代用品としての印壷紙及其士脅威法に就て

山本研

藤木茂

I緒論

9 

X線又はレントヂン棋は噂射・エネルギーの「種i亡して所謂宇宙組より電波に玉三るー連の電磁波の

ー部を成し、共波長鞄閣は 0.007品 1.32mpIこるりてX観管球岱j陰極原子呑説と其負荷電，~I乙依り其

波長を費十Q 而して封陰極金属特有の波長を多〈含むX線を特性X線又は草色X線と呼ぴ、康範囲

の波長を含むものを均等X線叉は白色X線と稿し、叉比較的長波長のX線をソフ トX線 (80ftX. 

Ray)、短波長のものをハードX&il(H;m;l:X:-Ray)と云ふ。 X線の性質は可視線と類似するも、共作

JIjの正負及強弱は茜だしく相迷す。 X忽iiの重要なる性質、作用としては吸牧、透過、反射、屈折、

干渉及盛光作用、 電i謙作用、光竜作用、化事作用、 r~.ùま作用等なり 。

X線の臆用は康範囲tとして何れもX線の有する上記特質を利泊したるものにして、共透過能を利

用したる物質内部の診断、間明は庚く皆製及→般工製方面に膝!日せられ、又反射、屈折、干渉を利

用せる結晶分析法は物質排出の悶明、解決i乙寄興する所大なり。 (X怠誌の性質、!l!f.用Il:関しては著者

本誌、第 17躍に報告せτり。)之常CJc.棋の膨ら用l乙際LてほX線が不可l現線なる関係上、共感用慣f直の

大部分は常にX線の馬民感光性IC依り記録せらる L ものなり。即ちX*J~は可視線と同様に寓貫乳担割l

tと働きて帯像を生やるがX線は共波長極めて短く、其1量子の有する量子zネルギー (hν)大なる

関係上、感光核の有無は殆んど問題とならや、共感度は銀盟の投影面積K能く比例し、0.Eggert; 

WissensChaft， Agfa. 1931) 従ってX*Jf.は可脱線の諸民作用よりも理怨的に且強大なる可き筈なる

も、質際のお質感度は然らや。之貧際i亡首りでは放射X線の全部が反臆するに非す干して共一部のみ

が吸牧せられて他は透過し、吸牧せられたるもの L一部が済像を生やる矯めにして、 X線のEZ質感

度弱きは其吸牧少き事に基凶ずるものなり。

放に透過能大なるX線l亡釘し可及的に其潟貫感度を増大する詩i亡、X線月1潟貫乳担割!としては普遁

寝耳乳剤に比し、三えの如き特質を具備するを裂す。即ち(1)熟成を充分主成し粒子を大とす。之X

線用乳剤jの熟成は熟成緩の生成を成さ しむる主主めに非やして粒子を大としX線量子の衝突の確率を

大ならしめんとするに在り。 (2) 乳剤中の臭化銀の量を増大す。之勿論透過するX移j ~の量を減少せ

しむる詩友れど、之には一定限度あり叉乳剤jの厚さにも限度4うれば普通、フィルムを使用し共雨商

i亡X線用乳剤を塗布し居ーれれ (3)乳剤l中に或場合には盛光開を添加してX線を長波長の可腕波に

盤じ、以て共忠良感度を増大す。

上記の特質を有せしむる矯めX線用乳剤は銀盤含量多〈、材料費高{1!tとなり、又塗布、乾燥等に

も特殊の技術を要し、叉現た一般に共使用量も比較的少し従てX%応用フィルムは頗る高債なり。

例へば米国イーストマン枇製X観フィルムを市販印霊紙lと比較するに次の如し。(~併日9年3月市慣)



10 早稲田際用化事含報

X線フ4ルム〈総入) 16.4')固 印蓋紙プロピラ〈調、アグ77社製、総入) 4.00 

印霊紙オリエント〈園産)2.23 印霊紙若葉く圏産) 2.00 (四ツ切、一打偵格)

放にX線のJJ1s用組閣大なるに拘ら歩、共利用範閣はX線フィルムの市慌に依り常l乙制{足を受けつ

L あり 。若 し安債なる X&~フィルムの代用品を得らるれば各方面 i乙大いにX~誌の活躍範囲を般大し

縛べしと信十。本宮脇を施行したる目的の大字又此底に花り。然らば如何にして共慣絡を低下し得

べきか。此底に暫く乳沸lの製法方面は置き、若し安債なる市販印畳紙を以てX続フィルムの代用品

たら しめ得んか、最も経済的なり。印差紙は新鮮なる各サイズのものを得易〈 、叉使用:容易なり。

次に印畳紙を以てX線 7 1 ルムl亡代F目する場合、印重紙の性質上より錐黙と考へらる Lは (1)印董

紙は腸萱を得るを目的とする震に共乳担割jは短時間熟成又は未熟成なれ (2)堕化銀紙は可i容性盟類

が紙の識維中に浸入し乾燥後乳剤表面に結品を生やる憂ひ1尽き矯め禾水洗乳剤を用ふ。 (3)2回ヂ身

ラチン居中を通過する反射光にて見るものなる震め乳剤~1音薄L。此の如く印査紙は全ての賠に於て

X線用として不通賞なる如き性質を有し、一見査〈不利なる如く思考せらる Lも、又反釘11:利貼も

あり。即ち印童:紙は未熟成乳剤なる矯め肉乗り普く、反射光i乙依り視察するものなれば還元銀粒の

光を吸牧する事二重'となれ微量なる銀粒も能く観察し得、叉乳剤IJI音薄き矯め分解能大となる如き

利鞘の外、之を賞用{じする場合セルロイドの如き引火性無く 、貯蔵容易にして特別の注意を要せざ

る利益あり。叉皆師は慣習と して常11:陰蓋を以て診断するものなる故、焼付困難なる印董紙にでも

此駄差支へ無く、透腕の際の如き特別なる装置に操らやとも良〈 、又共憤格に於ても代用品たるの

資俗充分なり。故11:本研究11:於ては市販多敢の印董紙に就て共X棋に封ずる潟民感度を測定し、又

増感法の影響に闘し質検し、以て印査紙をX線 71 ルムの代用品たらしめ得ぺき方法及び代用慣値

の決定Iこ就て寅験したるものなり。印蓋紙をX線フィルムの代用たらしめんとする研究の文献に関

じでは最近米園雑誌に 2~3 の記載るるも、何れも極めて簡翠にして共詳細不明なり 。失に著者等

の質験結果の大要を記述す。

E 賓駿試料及賓験装置

1. 試料印壷;長 本質J金lこ使用したる潟民印藍祇:ま共感度の閥係より多く臭素紙を使用し、本邦

に於て得易き外国産著名印畳紙及園産印量:紙を使用したり。

(1) EastmanC米)， P.M.C. No. 1 (10) IlfordC英)， Bromide 

(2) ~ 11 No. 5 (11) Geverもく白)， Vitex， K・50

(3) グ Azo A-2 (ロ) オリエシタル寓震工業曾位， Brolllide 

(4) グ Translight Paper (13) グ Brilliant Brumide 

(5) AgfaC濁)， Brovira，. BN・113 (14) ~ ¥¥'arm Ton巴

(6) p F BC司113 (15) p Orient， A 

(7) W ~llingtonC英)， Bromide (16) グ Commercial Paper 

(8) 11 Bromoil Bromiue (17) 11 Rectigraph P叩er

(9) IlfordC英)， Warm BIョck (18) 近江屋，若~， D.5 
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上記の内 (11)グパルトのピテックス，K-58及び (15)オリエント ・A はガス ・ライト紙に

して (16)コンマーシャル紙 (17)レクチグラフ紙は複寓用紙なり。叉 (4) トランスライト

紙lまBarytaたき宇透明紙の雨面に臭素及び盤化臭素乳剤を塗布したるものにして彩色自民等

に使用す。

次i乙之等印蓋紙 2-3の乳剤の分析結果を参考として示す。(本誌.第16蹴、編島信之助氏、堀

江忠一氏)

ωOcm~に聖母する量 AgBr :AgCl コロヂオン乳剤に濁する比感度
印萱紙種類 ハロゲ

、 ，， 

シイヒ銀
AgCl Ag Br (AgClを 100とす〉 2分現像 ラ分現像

m怠 mg mg 
P. M. C. 39.4 0.9 38.45 93 161 

Azo 13.1 12.5 0.5 0.005 0.06 0.09 

C::>mmercial 8.9 8.7 0.2 2.3 0.15 0.28 Paper 

E，出tman 263.0 0.00 250.05 
玄-RayFilm* 

。。

後 X線フィルムl土参考の矯め松前四郎氏〈工化.昭.4.106)の測定値より計算す。

2. X線装置 X税護生用装置と しては理工準部基礎工J喜晃教室設備の 100K.V.装置及肱用化事

教室設備の5OK.V.装置を使用したり。前者に於てはク戸りッヂ式X線管球を使用 し、 封陰極はそ

りプデンなり。 30-50K.V. の電~の F-!c 4-3 m. amp.にてハードX線を護生、使用す。後者は

Y フト X線費生用の7k冷式金属管球にして封陰極は銅たり。 15~45K.V. の下IC 3-5m. amp.の常

用電流にて使用す。又X線管球としては硝子製クーリヲヂ式7K冷管球を使用したり。之は20K.V. 

2O-25m. amp.の下に銅の特性X線を建生するものなり。モリプデンの特性X線の波長は、 Kα=
。。
O.71A， Kβ=J・63A，にして銅の特性X税の上記電盤下l亡於ける波長は Kα=1・5491，Kβ=1・4021な

り。質験中電匪及電流は可及的同一候i牛の下に曝露試験を施行する如〈注意したるも、角僅少の電

匪費化ありたり。 X忠良装置の詳細は工業化事雑誌 (IJ~ ・ 6. 631)に描故し置きたり。

E 感度測定法

X線の馬民乳剤l亡劃する感度測定法は大植に於て可問視と同様の測定法双ぴ表示法にて表現し得

べし。即ち (1)イナーシャ法(2)可硯闇憤濃度法(3)最小有数濃度法 (4)最小有数グラデ戸ショ ン

法、之なり。此内 (2)闘債法以外の3法は示性曲総を求め之より算出するものに して正確なる装置

と技術を得ざれば徒らに繁雑にして而も精度思し。閤慣法は簡単なるも後に僚の観察の際に光線の

強弱方向等の外的t条件の外、個人的誤差大なりと云はる Lも、 X線の示性曲線は D=DoC1-e-kt) 

(式中 D。は最大密度、Dは b時間の節度)なる直線に近きものなる故、 闘慣は イナーシャ l亡近づ

きて大差な く、叉陰童・のみに就いて論やるものなれば賞用感度とのーお主も亦!}、なり。故に本質験に

於ては感度川定法と Lては便宜上関慣法を採用したり。共表示法は棋i1g感光材料 (Eastmanffct:製、

Duplitized X-Ray Film， EmuIsion No. C， 111O-203W)をとり之を 1・30として之に比較せる比

感度を以でせり。



12 早稲同感用化事 t君事軍

1. 棋 闘慣法i亡使用する棋 (Wedge)は階段模 (StepWedge)を用ぴたり。本質験に使用 し

たる棋は金属アルミニウム製楳(段数20段、厚さ 1mn)-v20mm)及び電解銅製模(段主主m段、厚

さ0.1mm-:t.Omrn)にして前者はソフトX繰の曝露賢験に後者はハードX繰り貰験に使用ιたり。
2.曝露方法 棋の後部に標準乳剤j叉は既に比感度を測定せる印霊紙と共に試料印霊紙を牧めX

鵠管より一定距離にX線の方向と直角に置き、保護箱i乙取付けたる鉛板を一定時間関きて曝露ず。

此際X線管球に負加する電監は蛮生X*，，~の波長範国並に強さに大に影響2うれば可及的殿穏にー定と

せり。高座電流は皐ICX線の姐さに関係するのみにして、比較を詩す本質験にては般衝に一定とす

るを要せざれども反Z臣賞験せるものの比較上出来る丈け一定とせり。

3.棋の遁過係数 異る二回の曝露時間を興へたる時各々のX線の量を E及びeとせる時、棋の

n段目及びm段目のX線の量が若手しくなりたりとせば、透過係敷Cは

C="Vフフ;y'〆/与子一 に口て味表さ臼仏る~o 1!f賓削削i浪測測R則則~附l
じて行ふ。本質験にては Iの値は5悶づっ質測して一致せる値を求めたり。結果は次の如し。

棋呑蹴 負荷電盤 X線の種類 棋の透過係数(C)

No. 1 模2OK.V. Cu: Ka， Ks 0.45416 

No. 2 棋 40K.V. Mo:Kα; Ks 0.55234 

4・比感度 棋の n段目のX線の強さは ljC"なる故、比感度は 1jC"及び ljcn'の比を以て

示され、従つで nーが乗にで現さる。 nーが=ムと c"-n'=Rとの閥係を示せば次の如し。

n-n'~ム 棋 No.1のR 棋 No.2のR

1 0.46 0.56 

2 0.22 0.32 

3 0.10 0.18 

4 0.03 O. 10 

5 0.02 0.05 

6 0.01 0.03 

7 O.∞3 0.02 

8 0.002 0.01 

9 0.001 0.003 

10 0.0003 0.00.2 

11 0.0082 O.OJl 

12 0.0∞1 
13 0.00083 

14 O.αゅ02

15 0.00∞1 
5 現像 感度決IJ定にて必ヂ問題となるは現像液lとして各印萱紙の指定現像放に{えるか、一定現
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像液を使用すペきやは夫k得失ありて直に決定し難き事な り。可J視線IC::依る普通窮貫lて於ては最良

のグラデーションを現出す::'1詰め、夫々各印章:紙l亡就いて指定の現像液魔法あり。 X線主主l買に於て

は像は多くの場合コントラストの強きを要望する故、極めて濃厚現像液を使用するを常とす。叉木

メ ト JI〆 2g 

J、イドロキノ ーγ 6g 

無水亜硫酸ソ ーダ 50g 

無7k茨酸ソ ーダ 2ラ尽

臭 化カ リ

使用の際蒸溜水にて 10∞CC
とし、使用液は 1:1とす。

貰験に於ては感度測定法が階段艇に依る閥慣法にして精?相変も

除 り高からざるものな り。故1::本宮殿にては一定現像液にて一

定時間現像する事とせ り。現像液底法は左記のものを使用せ

り。

現像時間は2・5分間とす。質車会t亡依れば殆んど全部現像は2分

間l亡て完了し3分以下Il:てカプリ (Fog)無き事を観察せり。現

像温度は lEiOCにして冬期中は恒温槽中l亡て現像したり。現像

方法は1DJ.現像なり。

IV ソフトX線に封ずる印章殺の感度

曝露僚件は No.l棋を使用 しX線管球内劃陰極とj:p設紙とのh'fi献は 50cm. たり。但 しガス・ラ

イト紙の場合は曝露時聞を短縮する矯め距離は20cm とせり。爆2零時間はlO分間なり。銅の針陰

極を有する硝子製クーリヲヂ式水冷X線管l亡して使用電盤 20K.V.電流笈1m.amp.たり。測定結

果は次の如し。

ソフ トX線に針する市販印密兵の比感度

印聾紙名稽〈製浩曾祉〉 比感度 印登紙名稿〈製浩曾祉〉比感度

Brilliant Bromide(オリェ"/J1ル) 0.22 P.M.C. No. 1 (Eぉtman) 0.02 

Oriental Bromide(オリエシタル) 0.10 Bromoil (Wellington) 0.02 

P.M.C. No. 5. (Eastman) 0.05 若葉 D-5 〈近江屋) 0.02 

Wellington Bromide 0.05 Warm Tone(オリエンタル)o.∞2 
Ilford R.S. Bromide 0.05 Warm Black (Ilford) O.∞2 
Brovira， BN-1l3 (Agfa) 0.05 Commercial(オリエ yタル) 0.005 

4少 BC-1l3 (Agfa)・ 0.05 Viもex(Gevert) 0.005 

Azo A-2 (Eastman) O.α)()S 

Orient A(オリェ y タル) O.∞05 
此結果よ担市販印畳紙のソフト X線 IC::謝する感度は大踏臭素紙IC::於ては標準X線乳卵~ (E叫ll.lan

X線 7~ ルム) It:封し lxl0- 1-lx lO- 2 の範囲にあり 。臨化臭素紙It:~う りでは lx lO-\ 又ガス

・ライ小紙にありでは lx 10-4 にしてX線に劃する感度極めて悪し。印畳紙の感光乳剤の極類よ

り考ふれば大局に於ては可視線の感光度と平行すれども、各臭素車LE、各ガス ・ライト紙It:於て細か

き黙は共X繰感度は必やしも可腕紘の感光度とは一致せや。

， I、-jtX線1ζ封ナる印章紙の感度
前章の貰験結果より試料印畳紙としては臭素紙l乙限定して共主総感度をiJllJ定l1'e:.りo時韻官条件は



14 早稲岡服用化撃舎綴

No.2棋を使用し距離を 140cmとし曝露時間を 30秒とせり。 X線は Mciの封陰極を有するクー

リッヂ式一般月jX線管球な り。電堅 40K.V.電流 5m.amp.の下に測定す。 質測結果は次の如し。

ハード玄線に聖母する市版印章紙の比感度

印霊紙名務〈製浩曾祉〉 上t感度 印重紙名稽 〈製造舎l祉〉 上t感度

BriIlian七BromideCオリエシタル) 0.10 Brovira BN・113(Agfa) 0.02 

OrienもalβromideC " ) 0.10 若葉 D-5 C近江屋〉 0.01 

Wellington Bromide 0.03 TranslighもPaper

P.M.C. No. 5・(E司stman) 0.03 
面に到し 0.006 

Smooth ，?r O.∞3 
Ilford R.S. Bromide 0.02 

此結果はソフトX棋に於ける如ぐ臭素紙はX線t亡封ずる感度より大韓2群l己分ち得ぺし。即ち或

種類の臭素品U;IまX線IC主Jし比較的感度大にして 1X 10-1の範囲lてあり 、他は之より感度重luj、なる

1 X 10-2 の範囲にdうるものなり。叉波長i亡依るX線感度の轡化は大略X紋フィ JLムと相遣なきを知

れり。臭素紙中Iてあ りて Bri1liantBromide及び OrimtalBromideのX級感度比較的大なるは之

等筑剤中に~f，i亡加リミる安定期 (Stabilizer) に操るものに喜うらややと推定せらる。叉X線の波長l亡依

る費化無きはX線フィルム中には特別なるま信感剤の存在無き矯め波長の影響は大悟印霊紙と千行ず

るものと思考せらる。

可I 増感紙使用印壷紙のX線感度

1. 士宮感紙 X線は或物質IC街り共投長を費じて盛光を蛮す。即ちX線の盛光作用にして、X線

蛮見の端緒を成せるものなるが、 X線の蛍光障としては脊化白金カルシウム、斯波1rJ土、シェリッ

ト、硫殺意士、タンタル酸盤、省知られ尽れれ士待感祇(IntensifyingEcreen; Folie)は之等盛光韓

を紙兵他の物質に含有せしめ、以てX紘の検出、観察に使用するものなり。又増感紙をX線フ4 ル

ム l亡重ねて土台感紙より褒する1f光に依り X線の Jt~.a言感度を高むる主主めにも使用す。 X線フィルムの

感度は士官感祇の使用i亡依り著しく増大し、大約 1/10以下の露出時聞にてX線沼貨の撮影可能とな

り、動慢のX線療影、厚さ大たる物轄の深部織影等には依く可らざるものにして、今や次第にき菱蓮

ぜんとしつ Lあるラヂオ活動お買 (RadioCinematograph)は全部増感紙の像を撮影せるものなり。

されど増感紙を使用するときはX線お震の鮮鋭度低下する故、分解能を要求せらる L場合は使用し

得予。之徴小なる護光韓粒子より光を直接にX繰フィルム上に感光せしむるものなれば、止むを得

ざるものにして、鮮鋭:度を良好ならしめんには極めて徴細なる粒子の盛光簡を使用するを要し、種

々の考梁あり。

増感紙の使用法は何れもX線フ4 ルムに密着せしめて使用するが、共位置に依り数尽を異にす。

即ちX線フィルムの南側に接蝿せしめて使用する場合と片側のみに置く場合あり 、斤側に使用する

場合はX線管球に近〈使用する方法と之に遠〈反!i側に使用する方法とあり。前者の場合は?を度と

共に効果大となり最大IC達し、後者の場合には初めilfi度と共に増し:最大に建せる後降下す。叉雨側

t'(使用する場合は上記用者の性質を有す。
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Z. 印壷祇に増感紙を併用せる場合のX紘感度 特に微細構造のX総弱震撮影以外に於てはま曾感

祇の使用は今日庚〈一般に使用せられ居るものたれば、士官感紙を使用せる場合の印宣:紙のX紘感度

を測定し置く事も必要なり。培感紙使用の際の感度は共使用位置に依り其数果契るものにしてー X

線フィルムに!Jしてはー般に均感紙は 74ルムの雨商に使用せらる Lが、印霊紙の場合には南側に

使用する数果は期待し得歩、叉像の反轄を避くる可く主として印霊紙の乳剤l面に接せしめて使用し

たり。域感紙としてはへイデン地感祇 (HeydenIntensifing Screen， Combination， 1¥'0. 94986~ 

94987)を使用し、曝露時聞はX線フィルムの場合は5秒、 兵素紙の場合は 30秒たり。共位の宵騒

僚件はハードX線感度測定の場合と同級友り。

精感紙使用の際の X 線感度

印董紙名得

Oriental Bromide 
よt感度 I 培感度 比感度 E
5.6 55 0.55 

比感度 E
0.34 

P.M.C. No. 5 1.8 60 0.18 

Brovira BN-113 1.8 ~X) 

Wellington Bromide 1.0 33 

BrillianもBromide 0.55 5・3

Ilfo吋 R.S. 0.32 16 

X旬 FIlmjZ i怨 123
〈註) (i) 比感度1I土X線フィルムを1.0として之に比較す。

(ii) ま待感度は非使用の感度を lとせる比較値を以てす。

0.18 

0.10 

0.06 

0.03 

(iii) 比感度Eは精感紙を用ひたるX線アィルムを lとせる比感度を示す。

(iV) 比感受11主複培感紙を用ひたるX線フィルムを lとせる比感度を示す。

(V) 玄線7ィルムの靖感紙は爾側に使用せる場合を〈複〉とす。

0.11 

0.11 

0/)6 

0.03 

0.02 

上記貰験結果に依り市販臭素紙のX線感度は著しく増大し、大略X線 74ルムと同程度又は之以

上となれ此庭に賞用的の憤値を生じ来れるは興味まうる事なりつ臭素紙の内に於ても共種類に依り

増感せらる L程度に極めて大差是うり。

1I 感光色素及遁影剤の使用印章紙のX線宅感度

1. X線噌感色素 普通乳剤の感光限度は笈氾-3∞mμIとして長波に封ずる感光色素は今日共裁
も百以上に達せるが、短波長の感光色素に閲しては何等見る可き進展無くして今日に及ぺり。殊に

X線の如き超短波長に封しては従来より乳担割j中に盛光轄を混入し、叉は盛光慣を乳剤の表面に塗平Ii

するが如き方法に擦り、 X紘の増感性色素は未だ1種も費見せられざる現状I'l.a>り。

エヂルト氏(1.Eggert: Wissenschaft. Agfa. 1. 1931) に依ればピナクリプトール、ピナサフロ

ール等は可脱税に於けると同綴X線に封し誠感作用を有するものなる事知られたり。鈴木清生氏の

考察に依れば色感光友ぴ披感は銀盤と色素の吸着居中に於て色素叉は共分解物が銀芽の生成に封し

謹元作用を寓して促すか、酸化作用を寓して妨ぐるかに依り生起せらる Lものたり。(鈴木氏、思

異化拳‘ 187)。果して然りとせば、 X紘に劃しでも亦誠感作用を篤す色素と同時に増感色素の存花

も議期し得ちる L所たり。
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可視線tて封ずる感光色素に於ても其物理化・撃的性質と感色理論の関係未だ解決せられざる献態な

れば、 X線の如き超短波長の電磁波に劃する靖感色素It閲しでも共探究は勢ぴ暗中模索の有様とな

る主完れや。本質験に於ては一般に感光色素は感光波長;付近i亡吸牧波長を有する事宮よれ X線吸

牧の大なるものを濯揮して質験したるものなり。 而してX線の吸牧は分子量大なるfA、叉大なる原

子量を有する原r.を多〈含む程、大なれば、此黙より濯持すれば多縄類の物質存花するも、此方聞
の文献を基として(1)エリスロシン (Erythrosine;TeiraiodidefluoresCIne Sodium Salt)， (2)ウ回セ

レクタンB (U roselectan B ;. 3.5司Diiodide-N-methyl咽dinatrium-chelidamatめ， (3) ヨード、四グノス

ト(Jod-tetragnost; Tetraiodide Phenolphthalein NatriuTI1)等に就いて質験したり。

2. 費験結果 (1)エリスロシンは整色性感光朔jの増感剤と して普通 1:25，0∞水溶液i乙てアム

モニア法の筑剤又は共乾板に使用せらる L ものなり。木宮殿1':は豆n砂!製のエリスロシンPを 1: 

10，αm溶液と して貯蔵披とす。 (2)ウロセレクタンBは器事的に尿路浩影剤として使用せらる Lも

のにしてカールパム祉製品を使用す。10%特化槽放として溶解しあるものなり。 1:267溶液をJtj'

識液とす。 (3)ヨード問グノス トも皆・墜的l亡脂襲造影j1fIJとして使用せらる Lものにして微育次色の

重き結品性粉末なり。 40%迄水に溶解し械酸にて白色沈澱を生十。 1:10，∞0溶液をJ!宇蹴液とす。

之等色素叉は詰影剤jの水溶液をフィルム又は印霊:紙lこ浸'染せしむる場合Iz::j谷染及び乾燥僚件も結

果i乙影響を興ふるも のなれば、本質.5主に於ては浴染液の温度 16~'200C にて 2分浸潰 し後 1 分水洗

し、除滋器中にて貫空ポンプを以て約1mm以下と して室温にて約 30分以内l亡乾燥したり。 H暴露

は乾燥後 3 時間以内に行ひたり。共他の測定僚件は前記ハード X~~IZ::~討する感度測定の場合と同様

なり。

感光色素及迭量長期j使用印萱紙のX線橋感度

〈りエリスロシy・p

( i) 1: 10，ODO"-IO，∞0，000聞の各多数濃度にで大なる影響無し。

( ii ) 1: 50，000以よの濃度広ては街並量感せらる。

(iii) J: 7，000，000以下の透度にては多舛誠の傾向あるも測定し得ず。

(2) ウロセレクタ :--B

1: 1，000-10，∞0，000の各濃度にて影響認められず3

(3) ヨード・四グノスト

1: 10;∞0-10，0∞JOOOの各濃度にて其影響認められず。
X紘にまうIする増感色素並に逃:影剤UIZ::関しては更に充分なる貰験を行はざれば決定的結論に到達し

得ざるは勿論たるも、上記質験の結果より考察するに浩影剤jはー般に安定なる化合物Iとして容易に

分解せ十、 1:Sめに数県無く、叉エリスロシシは此貼は感光色素ーなる篤めf放に影響を及ぼせるものと

思惟す。

VI 超士曾感の数果

盤化銀は能く他物を吸着するものにして色素、銀錯イオシ共他のものを吸着して感光核を生長せ

しめ又は共分布紙態を費更して共の結果感度増加す。超増感は要するに吸着されたる銀イオジが臭

化銀結品梅子の上表商に於て静電的の引き懸りとなりて未底理の臭化銀結品格子の銀イオンより強
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き受動因子たらしむるにある。緒論に述ぺたる如くX線は可鵡綿と異り量子エネルギー大なる箆め

感光按の存否に拘らやと云はれつ Lあり。此黙より超地感はX線に封して何等教果無きものと思惟

せらる。 故に本質験に於ては 2-3の方法Il:依り共数果の存否を確むる矯めに質験を施行したる迄

なり。

超増感には各種の方法及び慮法提案され居り、 (1)アムモニヤ、 (2)'酒精性アムモエヤ、 (3)硝酸

銀とアムモ=ヤに依る Ag(NH3)2N03，(4)臨化銀のアムモニヤ溶液に依る即ちにAg(NH3)心CI，

(5) Ag2Wア04のアムモニヤ溶液、等に依る魔法並Iこ (6)前露光 (Pre-exposure)に依る方法あり。

本質験l亡於ては (4)及び (5)の方法に依り試験したり。盤化銀、及び Ag2W04並に其i容液は新し

き事を要する故、質験毎に之を新しく調製して使用したり。乾燥は 1時間以内とす。共他の富験僚

件はハードX線l亡3討するjWJ定の場合と同一なり。 X線感度の比較には未底理のものと同時に底理せ

るものの一部分を曝露しカプリ (Fog)の有無を調べたり。

超士曾感の結果

AgCI， NH40H法

(i) 1; 1，000-1，000，0∞の各多童文の濃度に於て英効果殆んとF認められず唱。

(ii) 珂観棋の場合にはカプリを生ずべきに 10，000以上の濃度にでも之を生ぜず。

Ag2Wア04，NH40H法

1: 1，∞0-1，000，000の濃度にて AgCl法と同様の結果を得たり。

要するに前記の如<XあW露光機構が柏異る鴛めたるものと推察せられ、高濃度にでもカプりを生
ぜざる黙より考ふるも同様なり。銀臨に依る増感は寧ろ増感紙と共用する方面に於て研安すべきも

のと思考す。叉露光前の培感よりも露光後に所謂溝像楠カを行ふ方、数果的と考へらる。

K 穂、括

印畳紙のX線感度を測定し;火の事質を知り得たり。

(1) 印章紙のX線感度は一般に臭素紙IC於て大にしてハードX線及びソフト X税何れの波長に

でもX線用フ4 ルムの 1/50-1/10の感度を有するものなり。

(2) 増感紙の使用は穂て使用せざる場合よりも増感し、之を用ひざる時の市販X線フィルム感

度に比し 1/3~5 倍(X線フィルムに培感紙を用ひざるものに比して)となり、士宮感紙を共用せる市

販X線フィ Jレムに比し1/2迄の感度を示ずに支りたり。而して印蓋紙に依り増感度は著しきものと

然らざるものとありて使用せざる印霊紙の 5~W佑に双べり。筒士宮感紙を使用せし印霊紙の分解能

は之を用ひざる時と殆んE差な〈、叉用ひざりし時の市販X線 74ルムと大差無し。

(3) 感光色素又は遺影剤jに依る増感は多数物質に就き充分賓験せざれば正確な結論を得難きは

勿論なるも、本質験に使用せし範囲内にては共影響認められぎりき。

(4) 銀盤に依る増感も本質験施行の範囲内にては殆んど数果無き結果を得たり。

(5) 上記の結果より見れば趨首なる印霊紙を使用する時は無慮理の健にでも或程度Il:X線 74

ルムの代用たらしめ得べし。殊に増感紙を使用する時はX車!jtフィルムよりも感度大にして而も分解

能も亦劣らざれば士宮感紙の利用範聞も蹟大し得るなり。

〈附記〉本寅除i主理化畢研究所繭島信之助氏に種々援助せられたる所多し。深謝の意を表す。
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(講義)

極 '性 の 話

山 口 築

1.緒言 有機溶剤の溶解力は溶解すべき物質の種類により甚だ異なれ叉裕淘l相互の混合性も

組合せにより頗る契ーなる。 との理由は未だ十分に明白となれるものに非ざるも諸方図より新設蛮表

せられ、塗料調製のごとき場合lと参考となる貼少からす言。との関係は例へば溶剤j則容質の分子の極性

を考ふれば共の設明朗る使利なるは己i亡多くの人々の知る所なり。(Jordan : Chemische Technologie 

der Losungsmittel， Berlin 1932， 4 IO。されどとの極性去る諾は二三の意義に使用せられH::k漠然

たる{噴きありて、 Debyeは共著 PolareMolekeln， Leipzig 1929) の谷頭に於てとの事寅を指摘せ

り。されば、と~ ，亡極性の-sJEを説くも全く無用の事P:非やと信歩。本編は雨書:を参考として

Smyth : Dielectric Constant and Molecular Structure， New York 1931の第一章、及第四挙以下を

語越せるものな り。

2.電媒定敦 夫ke及ぜなる荷電を有する二つの荷電Mmjj(1:働く電気力fは e，e'の踏に比例

し、 共距離dの自乗に反比例する他、との荷電鰭の聞に4うる電媒質の種類に関係を有するものに し

τ真空の時 f=ee'jd~ の如く電気力の寧flI:を定むる故一般には f=ee'jεd2 なり。即ち ε は電媒質 '1:

特有なる定敢にして電媒定数と名付けらる。蓄電器の容量Cなる時との電媒質を買症とすれば共容

量 C。は Cjεに等し。此関係は通常、電媒定数の訟IJ定に利用せらる。 また電媒定数を論歩るに首

り電気モメントの需用ぴらる、大きさ同一にして符披相反する二つの電気量 +e及 -eが極めて

小なる距離mlLて距たるる時、か Lる系を双極子 (e:ecもricdoublet叉11:dipQle)と云ひ、 m= ed 

なる電気モメントを有す。電気モメントを有する分子よりなる物質を極性物質なりといひ、"m態に
於て即電場内l亡在らざる時共分子、 電気モメントを有せざるものを非極性物質といふ。

一つの電場内に於る絶維悼の影響を考へんが錦、ヨたの如く仮定す。絶綴障の微少容積 dSは IdS

Z主る電気モメシトを有するものと考ふ。従って Iは箪1ir容積の絶総閣の電気モメシトなり。

位k、極性度と云ふ。今との抱擁韓内lこ小断固の園筒形空洞を考へ、共軌を指力説の方向と一致せ

Lむ。との空洞内'1:球1[T.正電気を考へ共の受くる電気力をEとすればEは即ちとの電場の強さに外

友らす=。更に叉この単位.1E荷電を夫みて、力線に垂直にして近接せる二枚の平行商の聞を杢洞と考

ふる時、車位正荷電の受くるゴJをDとすればDを電気嬰f立と云ふ。即ち平行面上の誘電に基〈力を

うくる故DはEと共値異なれ雨者は弐の閥係にて結ばる。

D=E+4πI (1) 

叉DとEの聞には衣の関係あり、 D/E=e さればDとEの差l土絶縁盤の極性度に関係し、絶縁燈な〈震

安なる時 1=0 なる故 D=E なり。

3. 誘極度及内部電場 共距離に比し大きさ大なるこ牧の導鴨板の間にある電媒質の分子を考
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ふ。導腫板を一様に荷電すれば均質電場を得、一分子に作用する電気力の大きさをFとすればとの

分子がとの電場のために有するに至れる電気モメント m の大きさは

m =α。F (2) 

.[Cして α。は分子の誘極度といふ。等方性AA態にある物質i亡ついては α。は、物質に特有なる常敢

なり。されE非等方位慣に於ては方向によりて共値一異なる故(2)式の値は其千均値をとる。

Fの大きさを考ふる鰐電媒質の中にーつの翠位正荷電を置き且つ分子の大きさに比しては大なる

も、導開板の距離に比しては小なる球にて取圏全るるものとす。然らばとの単位正荷電に働く電無

カFは次の如〈三つの分力の和と見倣し得ぺし。

F = Fl + F2 + F3 
との内FJI主導鐙板の荷電に基くものにして其の表面:荷電密度を σとすれば

Fl = 4πσ 

(3) 

(4) 

F2はノj、球の外部にある電媒質の極性度に基くものにして、球内は全〈室虚なりと考へて求めらる。

却ち、導鰭板に接する電媒質の端居lて誘電せらるる荷電l亡基くものと小球の表面にある荷電唐に基

ぐものとの和にして次の如し。

日 -4π1 +与 (5) 

民は小球の内部にある電蝶質によるものにして、一般的に表示するを得ぎるものなれされぎ立方

，贈の結品の場合には Faは零なれ叉電場内に在らざる液轄の分子が雑然と配列せる場合にも亦然

り。との液鴨iて封する結果は叉策鴨tても適用し;得ペし。今分子が互に無関係に運動し得る筑韓友液

揮の場合Iて限るものとして Fa=Oと考へん、然らば

F = Fl + F2 + F3 
<1πσ-4πI+3LI 

然るに D= 47t<1 なる闘係あり。故に (1)より 47t<1 = E + 4πI 故に

F E→与I (6) 

4. ClausIus-Mosottiの式 単位容積の電説モメント Iは nmに等し、但しnは皐f-!y'容積中

J亡ある分子敢なり、‘放に

1 nm 吋=nao (E +与1) (7) 
然るにくりにより 1=くn-E)/47t 又 D/E=ε この関係を (7)に代入して

一市
(8) 

然るに叉純化墜種に於ては n= Nd/況 なり、但しNはlモルの分子I;tI1lPも 6，061 x 10旬、 dl土密度なりo
p叉MI士分子量なり。この寓係と (8)式より

e -1 M 4πN 
す+2・コr=3 ーα。 (9) 
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との雨謹の値を P なる文字にて表し分子極性度と云ふ。とl..I亡 ε は単なる敢にして Mjd はモ }~容

積、 Pと α。のヂメンシヨシは容積なり。 (9)の雨謹・を Mtcて除したるものは Clausius-M osotti 

の式に他ならず=。

多くの物質の Pは第一表に示すが如く相官に温度鑓化するも恒偵を保つ。

第一表 2，2，4ートリメチルペンタ γ、臭化エチル、及ベンゼYの分子極性度

tOC -900 -700 -500 -300 _100 100 300 50。 700 900 

CgH1Q 39.19 39.27 39.32 39.37 39.40 39.43 39.44 39.46 39.58 39.76 

C~HsBr 54.24 54.38 54.54 54.67 54.84 54.98 55.07 

q;Ha 26.73 26.80 26.82 26.80 

但し CSH1S及 C6H6の場合は(9)式の成立を妨ぐる因子なきも、C2H5Brの場合にはか Lる因子あ

れ熱的撹筒Lと分子合同或は分子定位性なるがとのこつの因子は互に共作用を泊殺し共一方的作用

を表はさや。此の結果Pは恒値を保つものなれば C2H5Brの如きはむしろ例外的なり。

MaxweIlは ε=ポなるととを示せり。但しnは屈析率なり。されば

P= ~二 1 M -
ーが +2' d 

との式の右謹は分子屈析に他ならす=、而して Pは長き電波を用ひて測定し、叉nは可硯線を刑ひて

求めたる場合にでも多くの物質につき雨者は可成りよく一致す、而iLてとの場合Pは温度に殆無関

係なり。例へば 200Ctc於る 2，2，4ートリメチルベシタンの MRn即ち D線に劃する分子屈析は

39.25にして第一表Pの値との差は僅かに 0.19なり。又ベンゼシにつきでは 26.18にして Pの他

との差又大ならす言。之に反し C2HsBrは巴越の如く例外的の;場合なるが MRnは 19.10にして、

Pより大いに小なり。されど蒸気叉は稀薄溶液の場合には C2HsBrの Pは温度により著 しく嬰化

す。故に一般に Pと MRとが近似する物質のPは温度に殆無関係にして然らざるものの Pは費化

すと云ふを得、以下Pの鑓化する理由を求めんとす。

5. 示久電気号メシ トの作用 前節 (9)式を誘導せる時分子を構成する荷電の系は電場の作用lと

より初めて共電気モメントを有するに至る ものとせり。されど電場tc~ らざる場合にも荷電の配列

元来非封絹的なる分子干rせず=とし得る理由なし。換言すれば~る分子に於ては共荷電系は一つの双

極子なりと考へ得るものにしてか Lる物質の分子は永久電策モメントを有す。か Lる永久電気モメ

ント μの作用を考へるに首り、便宜上か Lる分子を共関係的位置を鑓ぜざる荷電系と考へ、且つ暫

く強さ Fなる電場により分子内に生歩ペき電気モメントを無視して話を進めん。若し分子の双極子

の軸、電場の力棋の方向と一致する時はとの分子のポテンシアルエネルギー Uは -f1Fなるべきも

通常雨者は一致せ夕、。なる角をなすものとすれば

u=ーμFcos8 (10) 

然るに Boltzmannの法則により、双極子の軸の方向が一つの立関角 d.Q内に包括し得る如き分子
-u/kむ

のは敢Ae-U/ r..u d.Q なり 、但し A は分子の教に関係を有する恒敷、K は分子瓦斯恒敷 (1.372x

10-16)、Tは絶劃温度なり。(10)式の関係を代入しAe，uFcos8jkT d.Qとなる。とれを凡ての方向
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に積分せる値 f、Aポ〆Fcω
fAeポμd此F恥cω μcos fJ d.Qなり。従って電場の方向に於る一分子の平均モメント量函は

函=JA〆ω
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、‘
，J
唱

'A
旬
E
・‘，，‘、

(lla) F
一r
p
一k

今

~ = cos (j 旦つ

なる関係ある故dD = 2πsin fJ dfJ とし治

(12) 耐 =f::ezzsds/j:exgds

(13) 
-，♂斗e-X 1 
ID/ f1 二=一一一ー一一一一一ーー』一一一ー
'，-- e"-e-X x 

I1lP 

(14) 

L (x)は永久磁気モメントを有する集韓分子の平均磁気モメントを算出するに富り誘導せられた
μF 

る曲敷にして所調Langevinの画敢なり o k'l'小なればL(x)は直線なるも大なる時は漸次11<:近

換言すれば電場の強さ小なれば電場の方向に於る平均電気モメントは電場の強さに比例して

されど強き電場に於ては所謂飽和現象表はる、通常電媒定数の測定の場合の電場の強さは

孟/μ=叫 hx -士=L(x) Ii!P 

づく、

増加す、

されど電墜甚だ大れば殆んど凡ての分子の双極子は電場の方向と一致

す、されば更に電場の強さを増加するも永久電気モメントの千均の作用は殆んど増加せ歩。

比例性の成立する範圏なり。

Eが小なれば Lくめは次の如く慶賀するを得。

(15) L(x) =三ιー三二+・・H ・H ・-
3 45 

更にzが甚だ小にして通常の賞験の僚件に於るが如き場合には第 II賓のみをとりて次の如く醤くを得。

L(x)=JL 

(16) 

この値に暫く無視し来れる電場のために分子内に誘愛せられたるモメ y トを加へさ.るぺからず。郎ちく2)式は後

者のみを考へたる場合なる故(16)と(2)式とより、電場の方向に於る徳、平均モメント1'1次式の知し。

ご ー μX /1.2 "[;' 
一 一 ー ー3 3kT晶

従って

(17) 

氏。は荷電系の歪みによる誘極度にして 一旦乙 は廻向による務極度なれこの和を aにて表はし全誘極度とす。
3kT 

α=α+μZ ー -o I 3kT 

m =α。F+-f-F=lα。+lLIF
3kT¥3kT)  

(18) 

ま主に於て再びく7)式に戻りて之を考ふる時、分子が永久双極子を有する場合にはその a。の代りに aを用ふぺ

きは明なり、従ってく9)式は次の形となる。

(19) ε+2 ・(l'-.1.ー -3- '" ー~¥"'0" 3kT) 
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(19)は所謂 Debyeの方程式なるが同氏は動事的見地より厳正なるも複雑なる形式にで (19)式を

誘導せるなり。

電場内に於る平均モメントの考察に量子論を諮肘せんとの初期の企ての結

民ーは、一般の形に於ては (19)式に似たるも第二項の係数異なる式を得たり。されど簡草なる多原

子系分子に新量子論及波動力撃を適用するに到り、

6.電媒質の量子論

(19)式と殆んど全く同一なる方程式を誘導す

る事を得たるなり。二原子系無慢分子に波動力撃を趨月1し、 Debyeは永久双極子が電場の方向l乙於

る電気モメントに及ぼす関係を求めたるが時三たの如く 書き得るものなり。

(20) 五=イ告(1-
但し Tkli分子の特性温度にして次の如きものなり。

(21) 
亨.，d
h
一牝二八一、M

U
一一T
 

教1乙hは Planckの常数 (6.554x 10一向 rgsec)、Iは分子の慣性の能率なり。'1'1乞比すれば TI<

の値はノj、なるものなり。例へば HClの Tk は 14.70 ICじて、 Tが Oocなる時、 (20)式に於て
1 Tj 
←一一一手の有無は元に 2% 以下の差を生歩るに過ぎ十。されば賞用上 (20)は (16)式と同ーな3マ i
りと見倣すを得。

){ての策韓分子に誼月1し得ぺき新方程式を誘導せり。即叉 vanVleckは新量子力製を用ひて、

1 T1 
ち(却)のす・寸干の代りに f(T)の表るるものにして (19)式は如形とね。

p E-1M  47rN.4πN 
一一 一 一 + ー-f+2' d ;)""0 ・ 3 (22) 

巾)=高之v〔dl(4-+-E)+μe(士寸)吋(士+去)J
dト(1-f(T) 

(23) 

ままに μu.，μv，μw 士軌11，V， 'V の方向に於る分力にして、 A，B， C (i此軌を周りての分子の慣性能率なり。

」「1tが二原子系分子の場合に小なると問機に fく'r)の値は小なれば常温に於ては (22)と(19)とは殆
3. '.r 
等債なり。

叉己に分子屈折は電場に於る分子の歪みに基く極性度に等しきことを示せり、部(19)式より次式を得。

但し

4πN n2 - 1 M 
一 一 一一3 '̂o - n2 + 1 : d 

van Vleck氏は同じ閲係を誘導せり。即 (19)式は在来の力壊によるも又新力

(24) 

新量子力事を用び

式を誘導(6) 療によるも集龍IL趨月jし得らるるを知れれされど之を液慢に利用するに首りでは

するに官りて限定せる事項を忘るべからす=。

Debye方程式の意義 (19)式の意義を考察するとと下の如し。7. 

P e二上旦- f竺旦( μ~ì 一 一一回.
一 ε+2 ' d - 3 ¥'̂o I 3k'l' / 

F=lと置きて、草f立の強さの電場に於る一分子の電場の方向に於る線、

α。+lLなるを知る、之i亡車位容積中の分子教nを乗じたるものは前立の電3kT 
場l亡於る Iの値l亡他ならや、即ち、 1静電車11'[の内部電場の方向に於る4"均電気モメy トは草枕察

(19) 

先づ (17)式I亡於て

千均モメントは
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税につき n(α。+dt)たり。之にモノL織を射れば、或は α。+dbに1瓦分子の総
分子童文Nを来やれば1静電車位の内部電場の方向に於る 1モlL-の平均モメントを得、之をモル電媒

容力と云ふ。第 (7)式に於て Iの偵を算出するに官り、分子の永久双極子を考慮せざりき、されば
Nd MI 

むの代りに αを置換すれば I=naF 然るに n=~l:一 故に α=百直面「 との偵を

(19)に代入すれば

叩
一一日
π可
J

a
4
一一一P 

(25) 

即ち、電煤質の分子設に用ひらるモル極性度Pと電気の数・撃的取扱に於て通常「極性度」と稿せら

M 
るる Iとの関係、を示すものたり。Iは車位容積につき、Pはモlq手私ーョーにつきで表はされたるもの

にして、 Iは電場の強さ Frc比例するもの、 PはF小にして飽和現象表れざる範囲に於てはFに無

関係なる一つの5m度因子なり。
M 

気韓の電媒定数は略1たるMce+2は時3なり。又モル容積三「をVとし、之等の闘係を (19)

に代入すれば

(. -l)V=ω(α。+妥缶) (26) 

(6)式的手IをOと置きて己遠山取扱刈、(お)の酬を得、即ち内部電駒山

自己以外の気億分子の存否に関係する所殆んどなしと云ふを符、ず筒拠言すれば無関分子は相互の距

離大なるま3相互に影響する所ノドなるなり。

極性度 Pli二部に分ちて考ふるを得

4πN 4πN p.2 
p = -~'3~α。 +3一語r (27) 

第一項は電場による分子の歪みに基く極性度にして、第二項は電場fC於て分子双極子の廻向l亡基く

ものなり。分子のう くる歪みは分子内の各荷電が其の-'1'衡位置より xなる距離だけ電場の作用によ

り鑓位をうけたるものと考ふぺし。か Lる鑓位主生やれば荷電eは共壁f立に比例する量の復原力を

うくるものと仮定するを得。即、電場が荷電に作用する力 eF は復原力 fx と -'1~衡す。

eF = fx (23) 

但しfは比例常数にして荷電饗位の難易を示す尺度の逆数なれか Lる塑{立の結果表るる電気モメントはex即

ち千F なり。分子内に起るかゆ蹴に基くモメントを合計すれば分子内の蜘のみに基くモメントを得。

ρ2 

2，' -rF = l.loF 
F=lならば

_e2 
α。 -"'-f- (29) 

即ち α。は荷電費i)[の難易を去す尺度にして、荷電に働く之i三均結合力と稿すべきものに逆比例する

事を知る。 (27)式の第一項[式訪護主役i主度にして (24)式の示す如く分-T'屈析に等し、されE雨者

は勿論同一保i牛の下に於て測定せるものなる可きなり。然るに屈折率は通常可ffiJl光線を用ひて測定

す。而しでか ~る光線の間析は主として電子の鑓位に基く 。 極性度のこの部分を PR にで表す。之
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に反し電媒定数は光線の周波敢に比すれば頗る小なる周波数の交流電場に於て測定せらる。か Lる

小周波数の電場IC於ては分子内の原子叉は原子群は饗位をう〈るものたれば僅かなりとも、共極性

度を左右せしむ、との部分の脚性度を PA とす、屈祈率は周波敢により痩宇るものなるも次の如き

簡草なる分散式を以て、 PE の値を、 εの測定l乙用ひたる程度の極めて大なる波長に封して外挿的

に算出するを得。

(， ，l~ ¥ 112-1 M 
PE = 11 -一一一 l一一一一 一-h¥2  ) 112+2 • d (30) 

但しnは波長Aなる光線に鈎する屈折率にしてんは室外線の範聞に於る特性的周波敏に数臆する波長なりとす

PA は直接に測定し得ざるも英値小にして往々無視し得べし。 以上の如く誘設極性度は PA と P~ との和なること

を知る。

ヨえに (27)式。第二項は分子の永久モメシ トに基くものに して PM とす、今凡ての分子の双極子

の軌が電場の方向と一致したりとせば永久モメシト μは誘護モメント (J.oI'L加算するを得、されど

分子の廻向は共の熱運動の需に妨げらる。而してとの熱運動の大きさは温度Tの画敢なり。 Tが極

めて大なる時は熱蓮動は電場による分子の廻向を完全に妨ぐる故極性度は専ら分子の歪みに基くと

ととなる。 Tが零l乙近'奇るに従ぴ PM従ってPは無限k.となり得るが如きも、 Tの小なるfit乙封し

ては μF/kT=x は大となり、 (16)を得るはり用ひたる近似式 L(X)=÷ は成立せ持

って (27)も成立せざるとととなる。即、 L(x)とxとの直線的関係の成立つ範囲を出で飽和現象

の表はるる範囲内に入る事となる。されど電媒質の通常の研究に於ては殊に強電墜を用ひざればT

をノj、とすれば (16)式が成立性を失はんとするに前ち開化する放との場合は考慮を要せざるものな

り。波動力撃を用ひて補正項を加うる時は甚だ低温i乙於ても Pは有限11直を示ずに到る。在来の力撃

によれば温度の増加と共に増加する熱運動は電場内に於る分子の廻向を妨ぐる故極性度を減少せし

む。波動力墜を用ひて Debyeが Pl¥lを算出せる結果によれば廻轄のエネルギー零の分子のみ PM

の値l亡関係を有するものにして、か Lる分子の教は温度の増加と共に減少し従って極性度は減十。

Debyeは在来のカ撃により得らるべき結果と背馳する所なからしめんがため何等の外力を作用せし

めざる時雨傾端の位置の聞を振動する分子のみ PI¥1I'L開係ある事を在来の力感を用びて説明せり。

明かにか Lる分子の童文は温度の増加と共に減少す、従って鍾性度は減少す。

何れの力撃によるも P斑の値を示す式を求むるに営り分子は隣接分子の作用をうけ宇従って外部

電場の作用なき場合は廻向するが如き事なきものとせられたり。換言すれば外部電場の作用ある場

合、分子の廻向を妨ぐるものは熱運動のみなりとせるなれされど共周囲に強力なQ電場を有する

分子が近接する時は以上の僚件は成立せや、従って Debyeの基本方程式 (27)を液憶に臆用する

に嘗り注意を必要とす、叉凝聞により分子が自由運動性を失ふ時は、周波敢大なる交番電場にては

此等の分子は廻向するを得予、従って此等の双極子は極性度l亡関係なし。即ち Pl¥l=Oなる故残る

ものは諦蛮極性度 PE+PA のみなり。されば問題に於る極性度を知らば容易に求め得らるる PEを

減やる事により PA の偵を知るを得。

(27)式に於て恒敢なる 4πNα。/3は PE+PA なれば、間慣に於る極性度は温度に無関係なれ
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こ叉PAの値は通常小なれば閲腫の極性度と分子屈折との差はノj、なり。電気モメ y トを有せざる分子

より成る物質の極性度につきても亦然り、即ち pM=o、而しでか Lる物質i亡封しては Clausius-

Mosottiの式成立つ。猶叉、測定の際利用せる交番電場の周波数、或る程度より大なる時は双極子

分子は廻向するを得十従って廻向極性度は減少しPM=Oとなる。高周波及び媒質の粘性による極

性の低下につきでは主主に設明を省略す。

(27)式に於て 4πNα。/3=PE +PA =a 
4πNIN9k = PMT = b 

とする時は (27)は下の如くなる。

P=a + b/T 

即ち極性度は絶望号溢度の逝般の一夫方程式なり、(31)は叉突の如〈なる。

PT=aT + b 

(32) 

(33) 

(31) 

(34) 

即 PTとTとの闘係は直線t乙て表はさる。而して PTを縦軸にとれ Tを横軸にとる時との直線

のスロ ープ(横軸となす角の正切)は aにしてイシターセプト (1.'=0 なる時の PTの値)は b

t.r.り。同様に (31)式により Pを縦軸にとり l/Tを横軸にとる時はスロ ープは bl乏してインタ ー

セプトはaの値を示す。然るに (33)式により μ=〆(9kb/4πN)にして k=1.3'7x10一町 N=6.06 
X 1023 tr.る古t

μ=  0.0127 X 10-18下/百一 (35) 

bの値より分子の電策モメントを算出する得コ然るに極性度のilllJ定は通常一つの温度に於てのみ行

はる、従って (31)又は (34)のみにてa及bの値を求むるを得十。されば小なる PA のfl主を無l頂

し、 PE を直ちに aに等しと見倣す、 PA の考察を詳細に行ふ時はか Lる方法のいかなる程度まで

認容せらるぺきやを知らん。PEをaIC等しとせばbは (P-PE)Tなる故

μ=  0.0127 x 1O-18yC(P-PE)Tコ (36)

となる。

8. Debye方程式の験回 Debyeの方程式を策担に適用する場合、ε+2=3と沿き (26)式

の如き形として用ふるを常とす。同式の左遷のvは理想議閣に於ては 00 C， 760rnrn I亡於て単位容

積 (crn3) を占むべき分子敢によりて占めらるべき織にして、イト V tJ: tJ、但しはロシェミヲ

ト敷 (2.705 X 1019)， Nはアグォガドロー教なり、次表lと於て二三の策担の (εーl)vとTと閥係

を示す、同時に 7印rnmIC於る e-lD値を示せるは温度の費化と共に車位容積中の分子数種化す

る震電媒定数のうくる影響を示さんが震なり。

第二表 気程の電媒定.

エチレ y アセチレ y 盟硫捜瓦l祈
ー司、 一、 、

TOK (e -1)7曲 〈εーl)v TOK 〈εー1)11ω 〈εーl)v 'roK 〈εー1)71ω (εーl)v

237.4 0.001682 0.001450 197.4 0.001873 0.001334 267.6 0.009918 0.009530 

296.3 1338 1444 295.7 1236 1333 297.2 8120 8768 
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366.5 0.00 I 031 O.∞1447 365.6 0.001000 0.001335 366.9 0.005477 0.007323 
460.9 0853 1437 460.5 0792 1333 443.8 3911 6336 

、， 、，
a= 10.79， b=O ぬ=9.96，b=O a= 10.70， b= 16185 

即 C2H4 及 CZH2の場合lこは同じ分子敢に封する (εー1)の値は温度に無関係な り。されば温

度により嬰化する双極子の作用なく}t極性度は全〈分子のうくる歪みによるものなるを知る。亙E硫
1 

酸瓦斯の場合l亡は (εーl)vは遺児大にして、寸 との闘係を表はすl色線のス ロープより分子の電気

モメントを求むる時は 1.61 X 10-18 となるo之等三物質のaの他は殆同一なれば 802の ε-1 

の進l亡大なるは共分子の双極子によるものなり。又 Errera氏は PA=a-c PE より C2H4，C2H2 

及 802 の Piを計算し夫々 O.t，1.9及 0.9なる事を示せるが誘護極性度は分子屈折と殆んど同

ーなるを知るべ し。浩監元来の水素酸は Debye の方程式のI.~用上極めて興味あるものな り 。 Zahn

氏は極k の温度に於て之等の電~定数を求めたる結果より (εーl)vT とT との関係が直線lとより

表さるると とを示せり。各直線のスロ ープはaに比例するものに して、1・=0なる場合の縦!座標は

bなり。じめyeは此結果より Pと 1/'1'との闘係を園示せり。かくして得る直観のスロープは即 b

なるが HCl最も大に して Hl最も小なり。即ち HCl分子のモメントは HBrより大i亡して Hl

最小なれ又 1/'1・2よる時の縦E防災の値はaなるが夫々分子屈折によく近似するとと を知る。又1甚

だ高温iζ於ては双極子の臨Jからざる影響は熱運動iとよ り無硯し得る程度に減少し得るととを此等の

也統より知るを得。

続々なる気鴨及蒸気につき電，楳;ii:故直測せられたるが舎同、解離、電保定数を測定するにmふる
蓄電器板への吸着、又は分子内エネルギーの嬰化iとより特殊の影響を輿うる場合を除けば Debye

方程式が要求する直線的関係は常l乙成立す。

電場の作mを受くるも分子が.2.1乙肱じて自由に廻向し得ざる場合にはむebye方程式の成立を望
み何守、液肥は分子問]の距離小なれば双板子を有する場合l乙於ては分子!日11乙多少の相互作用あれ

故K共運動の自由性は妨げらるされど双極子を含まざる分子其問l亡介在し、双極子を干1ーする分子間

の距離十分に大なる時は恰も策憾の場合と異ならや。

今二つの物質を 1及2とすれば伊)， (18)， (19)の式よりその混合物につきでは，

ε-1 ;1π τ万=一一n)α1+子叩(訂)

似し α1及 α 士夫々 物質 l及2の分子の誘!長性、nl;及n，主夫 物々質 l及2の単位容積中の分子搬なり。然

らば混合軌中に於る物質 l及2のそル比は夫々

11，ー Cz=一n2ー (a)
11，十112 n1 +112 

叉英の モ J~極性度(士夫々

Pt 4πNα1/3 九 = 4πNα2/3 (b) 

又分子量を夫々 M1 及 M~ とすれば混合物の密度は

d = nlM， + n2M2 一 一N 
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じふ (c)及。7)より nhD，.'!，を消去し
e-l c，M，斗c.M. 4πN 4πN 
一一一一一 一 一-5-ιーム一 一 一ーです一一c1α1 十 一ーすア一一C.22
E十2 . d 

(b)より
e-l れM，+c。九1".
←一一 ~t ~ ~;.c;~'~， ~一 = c11，¥ + C.P2 = P12 
さ+2

(38) 

但し PI~ は混合物の極性度なり、 (n)より el + cょ なる故 Pf2= P1 +(1も-Pl)C~ (39) 

故i亡P12，P]I P.の執れか2つが巴知なる時は他の1つは算出するを得、されば分子間相互作用。

大なる物質の極性度を求むるには之に極性度己知にして分子間相万.作用の無腕じ得ぺき物質を混じ

との混合物の電媒定数を測定すればよい勿論混合物の比重は知る必要るり。

物質1及2が共に極性物質なる時は雨物質の分子は相互に作用するものと考ふ可き故、いづれの

極性度志、外部電場の作用lてより自由に廻向し得ぺき分子の場合とは異なる。物質1が非極性なる、

時は其の極性度 P1は恒値に して (39)式の意味l亡於て濃度にj眼目係なり。故に P12とC2との関係

が (39)式の要求する如く直線的関係を示さざる場合は P2が鑓化し居れるものとすべきなり。斯

る場合九の11主は1'12及 P1をmびて算出せらる。物質1の分子が永久電気モメントを有せざる時
P1の恒11血友るを示すべき三つの事質あり。 物質1として種々の非極性格朔jをmひ、物質2として
一つの極性物質を用び、測定せる結果より物質2の分子のモメントを算出する時は常に同じ値を典

ふ。 若し1'1が物質2の共存により影響をうくるものとすれば物質1として種々なる溶剤を用ひた

る場合九のうくる影響が同ーの程度なりとは考うるを得守、従って物質2のモメントとして同ー

の偵を興ふる筈なし。第二の事賓として、種々の非極性液館を溶剤として用ひ一物質のモメントを

求めたる値と之が気鰹の場合のモメントがよく一致する事なり。第三の事賓として、非極性液睦の

極性度が殆んど分子屈折と異ならざる事なり。分子屈析は此種の混合物11:於ては共の濃度iこ殆んど

無関係なしされど一極性:均質を同じ濃度に於て種々の非極性溶剤に溶解せる場合 P2は同一値を

有すと云ふに非""0 1"2及 P1より P2を算出するも大なる誤差なしと云ふなり。
一船l主均質の P2 を求むる ときーゴド極性物質と種々なる濃度の混合物をつくり 、同ーの温度に於

て測定し、 P2 とらとの関係を示す曲線よりら=0なる値即ち無限大に稀樺せる場合の極性度を

得、即ち各極性分子は非極性分子により取圏まれ恰も策胞の欣態と異ならす=か Lる欣態に就て算出

せる値を P切にて表すoLange氏は数多の物質l乙っき三四の温度iζ於てか LるjJ!lJ定をし、九を算

出せるが P句は絶封温度の逆主主と直線的澗係を有する事を確めたり。叉 Stranathan氏は多くのア

ルコール類につき測定せる結果が Debyeの方程式l乙従ふととを見たり o8myth氏及共共同研f究者

はヘキサン及へフ・タンの如き非極性溶剤lに於る極性物質の種々なる濃度の溶液につき種々の温度に

於て電s楳定数及1ヰj度を測定し、約 1800A より 100 毎に約 3'tOO までの温度，c封する九を算出
せるが、例へば C2Ho"Br，CaHdCl， CHClaの P1'及溶媒として用ゐたる C6H14 の P1'と Tとの

関係は直線なるを見たり。即 Debyeの式に従ふものにして、共スロ』フ・は PE+PA Iこして'I'=C)

a縦政棋は bなり O 又 CSHH のbは01<:して永久モメシトなきととを示せり
又九 と l/T との蹴係を闘示ずる時 CsHII は 7k2f-*J~ を9ftより良[1 C6H14 のPはTの値に開係
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なく恒偵を有し、 1jT=0 IL封して外挿せる aの値に時等し、 aは 29.8にして、無限大の波長に

劃して外挿せる分子屈祈 29.20に時一致す。他の三物質に封ずる同種の(P∞封1jT)曲線のスロー

プより分子のモメントを算出し得ぺく、 1jT=Oの縦座標の値aより誘護極性度を得ペし。又純

極性物質の P2は共の分子聞の作用あるため、との影響をうけ居れれとの影響は温度上る時は減

やる故高温に於ては P2の曲線と Pω の曲線とは一致するものと考うるを得、されば P2は1jT小

となるに従ひ順次共スロープをますべきは明なり。されど同時に沸騰するに歪るぺき故か Lる1jT

の値に劃する追跡は困難と友る。よりて高麗を用ふる必要あるも高座下に臨界温度まで追跡するを

得ば興味あるべし。

又、種々なる極性液腫の非僅性格剤i乙於る溶液につき (P..-a)T即 PMTの恒値なるとと示さ

れ従って九が Debyeの方程式を満足する事示されたり。 C7H1G中に於る敷物質に劃する Smyth

氏の結果は第三表に示す。

第 三 表 (1'"， -n)T Smyth，ノ..Am. Chem. 800. 1929，3312，3330; 1930，2227 

TOK C~H:，l C~yCl C~913r C4HJl C1H1513r 

183 16920 21810 20290 

203 17050 21920 20220 16180 

223 17160 21850 20450 15500 20ラ90

243 17100 21870 206¥0 15650 20630 

263 16850 21880 20330 15520 20490 

283 17040 21960 20280 15730 20260 

303 17050 22060 20150 15630 20850 

323 16950 22000 20120 14660 

343 16950 21920 20340 14750 

Debye方程式誘導l乙賞りて偲定せられたる事柄が首然成立し得ざる温度に於て純極性物質の P2

11-J 1jTの直線的関係の成立を考ふる時は P..!t 1jTの直線的関係のみを以て同式が液躍に趨用

し得ωらる強力なる詮左とはならす=。但し P2!t1jT曲線のaは分子屈折と異なるも九封 1/，1'曲

線のaは分子屈析に近似し南者の差異は原子極性度 PA I亡相営す。而してヨ帥E世液腫IZ:於る極性物

質の稀薄溶液に~J し、 Debye方程式の成立性を物語る有力なる詮左は第四表の如く、液腫及気韓

に於る分子の電気モメントの一致する事なり。

第四表 液鐙及祭遣の電気モメ yト(x¥0(8) 

7k CH30H CュH.，OHC:;H.OH CIH~OH (CcH.ihO (CH2).:CO CHCl， CcH;13r CょH.. ，l 
液 燈 ¥.8 ¥.64 1.74 ¥.75 1.74 ¥.22 2.71 ¥.05 1.86 1.66 

気 燈 ¥.85 ¥.68 ¥.70 1.66 1.66 1.l4 2.84 1.05 1.78 1・62

之等の液館l亡封ずる値のあるものは九の温度による嬰化より算出せられたるものして、共他は分

子屈析をー温度に於る九より差引きて得たる PM の略近値上り算出せられたるものなるが前表に

於るモメシトは賓験謀差の範囲内lζ於て一致す。以上の如く種々の物質に封し・液韓と気韓につき、
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Debye 方程式を~用せる結果が一致する事、極性度と温度の逆主主との閥係が直線にて表はし得る

事、及誘登極性度が分子屈折の値と一致する事等は Debyeの設の質験的詮左なるなり。

9. 電策号メシトと分子構造との関係 原子株主主に閲する儒設。己越せる所に於て電媒質の分子

は封栴的叉は非封栴的l亡鹿列せらるる荷電よりなる系にして、且つ外部電場により歪みを受け荷電

の配置に鍵化を起し得るものと考へて考察せるなり。己速の如き電媒質的の性質を表はす荷電の配

列を追究する事は分子構造研究の一法なり。此研究は所謂静的原子模型の行はれたる時代に初まり

しものに して、原子内の各電子は原子内の核及他の電子に釘しある同定せる開係位置を中心として

振動するものと考へられたる時代たり。即分子は夫々一定の位置に配置せられたる荷電より成る系

と考へ一つの双極子によりて代表し得るものとし、分子内l亡於る荷電の配置鈎稿的なる時は其電気

モメントは零なるものとす。斯くの如く仮定せる構造に劃して計算せる電気モメントの値と賞測値

を比較し、分子構造K封する想定の正否を験し得るものとせられたるなり。

原子構造i亡封する諸種の仮設の不確置にして絶えや新設表るる事を考ふれば分子を構成する原子

に封し、完全にして確定せる電子の配置を怨定するととは不可能なるを知るべし。されど原子は紗

くとも電集の分布せる系にして、荷電が謹動する場合には、各荷電ば一定の法則に従ぴて軌道を有

するものとせらる。分子外のー離に封するとの荷電の及I'!'す電気力は其軌道内側のー駄にとの荷電

が国定せるものとせる場合の電気力にて表すを得。原子内I"G-:}jきる荷電が種々 の強さを有し蓮観的に

分布せるものとせられたる場合に於て、との荷電が分子外のー黙に及ぼす作用は原子の占むる室間

内の諸定瓢に電子が配置せられたるものとして算出するを得。電気モメントは分子外のー黙に及ぼ

す此等の荷電の作-用により決定し得ぺきが放に、如上の如く分子は固定位置に電子が分布せる原子

より成るものと考へて支障なき，が如し。此等電子の分布が原子援に潤して封栴的なりとし、分子内

に於る是等・の荷電系即原子の配列より分子の電気モメントを算出し得ぺし。然るに翠 Covalent結

合l乞於ては原子聞にー封の電子を共有するものと考へらるべき故か Lるー封の電子はとの種の結合

一個毎にありて、しかも2佃の電子が同一位置を占むるものとして取扱はる。

10.謹堕元素水素酸の電気毛メシト及分子構造 誘電による分子の歪み。例によりて分ヂ構造迫

究の方法を設明すぺし。アルゴンの原子ば 18個の電子が一個の正核の周囲に分布せるものなりと

考へらる。此分布が封'構的ならは、電子系の童心は正原子核の占むる位置と一致し、従って電気

モメント零なるペく 、事賓然る事賞験により知らる。 臨素イオンは電子童文及共配置aアルゴンi乞類す

るも、其原子核は 17個の正荷電を有するのみ友り。若し電子系の重心、原子核の位置と一致する

ものせば、盟素イオンを構成する荷電系は原子核の位置を占むる 1個の負荷電 (4.774xlOー拘ふu.)

と等債なり。共に一つの水素電子核が上の荷電系K歪みを起すととなく添加して中性堕化水素分子

を形成し得るものとせば、永久双極子を生ぜん。か Lる永久双極子の電気モメントは単位荷電と按

間距離の積にして即、 μ=4.774 X 10-10 X 1.27 X 10-8 = 6.06 x 1O-18eふu.なり。上の計算It.用

ひたる核間距離は Czernyが偏光スペクトルより算出せる分子の慣性の能率より求めたるものな

り。上の電集モメント算出値は賓験値 1.03X 10-18 It.比し甚だ大なれ即上の計算に於ては水素
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原子接が電子に;反~す引力を考慮せざりしが震なり。現在の程度の分子構治K関する知識にては此

引力の大きさを正確に算出するを得ざるも共の大憶の太きさ除求めらる。 (d-x)なる距離にある

水素顔子援が電子に双~す引カポ/(d-X)2 と復原力 fx ((2め及，(29)式参照〕との釣合より電

予のなせる饗f立を算出し Smyth氏はか Lる概算を試みたり。との結果は勿論、 71<素原子板に近き

一電子治-iJlカをうくるととを示したるがとの計算に府仏たる常教の11証を僅か伝費やる事によりて、電

気モメントの賀郡M直の計算値との相建を襲1iJ.Iとより説明し得られたり、(Pltil.Mag. 1924" 47，5却)

更に決の如く考ふれぽよし。即荷電系金慣を一丸として考代、盤素イオン又は堕化水素分子の誘

;極度 α。を適用する方法なり D移住民3討する分子関析は多数の fオン及分子につき計算せられ腐れ

り。而→して 4πNα。/3を分子屈析に等しと置きて相嘗正確にむを算出するを得 (24式参J!の。盟

素イオンの電子に封して水素原子緩が及ぽす平均電場の強さ Fは e/(1.27x 10-3)2とするを得、

3.ぺ3x 10ー叫× 4.774X 10-10 
されば誘護モメントはm=αoF=一一一一σ芝7~ ìö~32" LV  = 10.2 X 1G-18但凶探イオ
ンの分子府析 8.7を月jびて計算せる (1.0 = 3.43 X 10-21を月1ひ?とるなれ又盟化水素分子の分子屈

イ析 6部よりむを算出する時は 2.63X 10-24となり、従って m= 7.3 x 10-18となる。此等の

値は凡で水素原子核を結合せる堕化物が牧縮を伴はざるものとして算出せるモメント 6.03><10-1百

より大iとして而も其方向肱民主Jなり。従て合成モメントの値はμ=(叩.2-6.03) x 1.0-18 = 4.1 x 

10-18又は μ=(7.3 -6.05) x 10-18 = 1-2 X 1G-18となる。此等の結果を共ま L解轄するとせば、

分子の合成双極子は水索、臨素の雨骸を結ぶ紘1:.1丈軸を有し角共負電気端は7](素緩の方向にあるべ

きとととなる。此結果は最初忽像せられたるが如〈、負電部置が堕素板。方向にあるぺしとする推

定と反封なるも、水素孫子縁が臨素イオン内(C侵入せるととを示す誼左あり。若し然りとせば水素

原子・{妥は臨素イオン外側電子の茸効位置の内側にありて外側電子を近く引犠空る箆分子の他の部分、

に誘議せられたるモメン卜と符枕反封なるモメントを生やる結果となる。即ちとのごつのモメント

の合成自立は討算値より小となる。此結果は恐らく全閣として分子は水素原子核の方向にE荷電端主

有する合成双極子に相賞するととを示す。されど宮際は水素原子核に基く電場が分子杢憶に行渡るー

ものとし:均質電場につき得られたる訪位度を月1ひ計算せ巳る結果、. モメ~トの賓測値と計算値との相

建lま分子の歪みによりて設明し得ペき大きさなりとの結論に建せり。

か Lる考察を臭化水素及沃化水素に蹟張せる結果は下の如l..-o Czernyの結果より算出せミ尖化

水素分子の核問R.e慨は1.41x lO-->lcm にして水素原子-緩によりて臭素fオンの電子嬰伎を受けざ

るもの主すれば μ=4.774;， X 10-10 X 1.41' X 10，...3 = 6.73 X 1O-18e.s.u.となる。叉臭素イオンの議

極度 α。=1，.，81X 10-24 を用ひて電子のうくべき襲位を算出し、分子の歪みに基〈モメントの値を

よ求むる時は 12.2X 10-18となる、更に叉臭化水素分子の訪極度 α。=3.60X lO-H を刑ふる時は

そメントは ~.J X 10-18となる。此等の値より査みを起さす=として求めたβモメントの偵を差引く

時は分子内の合成モメントとして夫々 5.6X 10-18及 2δ X 10-18なる値を得ρ此等の値は夫k臨

化水素l乙封して求めたる値より大なり。沃化水素分子に封して同様の計算を行へば、臭化水素の値

kり1はノj、Kして盟化水素よりは大なる値を得。然るに賀川flblは盤化水素、 1.03X 10-18、 臭化水素
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0.79 x 10一円沃化水素 O.沼 X10-18にして順次遁減的なれされば分子内に起れる歪みは計算他

よりIJ、なるものと考ふるを得、即、水素原予按l亡基く荷電の費位によるモメントは襲位せざるもの

として算出せる値を大いに減少せしむる程度に於ては十分に大なるも合成モメントの方向を反封な

らしむる程大に非宗と考ふるを得J ~Eみに基くモメントは α。の増加と共に増加す、而して此増加

は歪みを起さやとして計算せるモメントの核問距離増加による増加よりは大なり。故IC分子全韓と

しての合成モメントは堕化物最大にしヌ沃化物最小となる。叉双極子の正荷電端は通常・考へらるる

が如く水素原子核の方向にあるととを示す。

11.三角形構温に於る電気号メント 此考察法を三原子系分子に棋張する嘗り、先づ考ふべき問

題は各原子援を連結せる直線聞のなす角の大きさなり。 71<.の分予のモメン ト (1.85 X 10.-18) が大

なる事よれ Langmuirが提案せるが如く直線形構治なりとするを得守、叉低原子量元素に劃して

同氏が提案せる立方形UJt子綾型IL反3討する論擦を興ふJ Heisenberg及 Hundは水の分二子iて劃して

詳細なる考察を行ひ、三角形模型により去し得らるべき事を指摘したり。赤外線スベクトルより

Euckenは主慣性能率を算出せるが Debyeをとの結果を用びて耐水素核と酸素核とを結ぶ二つの

直線のなす角は銃角にして約640なるととを求めたり。今此角を Oとし、水素一酸素の板間距離を

alCて表はし、叉 α。を訪極度とすれば次の閥係あり。
/ e ¥。

μ= 2 (ea一五円。)cosy (却)

但し ea-fTα。は各水素接と、酸素イオン 0"tcありとからるるこつの負電荷の一つに基く

e 
-モメントを表はす。白は歪みを起さざる分子のモメシ トにして a2 は白と反i.Jの符披を有する

e 
誘護モメントなり。此見地より分子は各 e昌一王子α。 なるモメントを有するこ伺の双極子よりな

り、且つ此双極子の軌は Oなる角をなす。此二つのモメントの合カは Oの二等分線上於る射影の和

なれぽ (4.1))式の如き結果ーとなる。

と~ i亡注意すぺきは H201亡類似し且つ水上りモメント大なる誘極度を有する H2S分子のモメ

ントが 0.95X 10-18 Iとして水よりノj、なる事なり、叉 NH3，PH3， AsH3のモメントは夫々 1.49，

0.55及 0.16X 10-18 にして、主主堕元素の水素酸の場合よれ分子の大きさ及諦極度の増加に基く

モメントの滅少率は大なるを示す。従って一つのイオンに一例若くは一個以.上の水素核が結合する

ものにで双極子が表はさるる場合にはか Lる双極子を有する分子のモメントは核問距離の増加と共

fcJ曾加すべきものと強怨L得るに反し、賢際は分子の大きさの場加と共l亡誘極度場が11'る故モメン

トは減少するもの結論するを得。

12.角錐的構造分子の号メシト及図面韓形炭素化合物水の分子に封して興へられたる極々の模

型のポテンシアルエネルギーを算出し共構浩の決定に用びられたる方法を NH3 分子IC~用して、

NH3分子は三角錐の角頂に N原子あれ水素原子は三角形底面の各頂黙にあるとと誰明せられた

り。叉 GuiIleminは此方法をメタン分子に庭用し、メタン分了・は四角錐の角]買IC茨素原子あり、

水素原子は四角形底面の各頂貼l亡るりと結論せり。此構浩は正問面鰭の重心に炭素原子あれ水素

月{子は正四国髄角頂にありとせらるる構浩Iて比し、ポテンシヤルエネルギーの量僅lL小なるのみな
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り、されば四堕イヒ茨素の場合には正四面韓形構造は安定なるものとせらる。即 Hundの示せる所

によれば誘極度大なる C一一イオンと四個の H+イオンより成る場合には四角錐模型を興ふペ

〈、之K反しC++++と四個の Hーより成る場合には正四面形被型を輿ふべしとせり。更に誘護モ

メントを考慮する場合には不正四面形の如き構造可能となる。Hundは正四面開形構造によりでは

メタンの赤外線スベクトルを設明し得ざる事を結論せり。

Henriは諸種の論擦を示して、メタン分子が四角錐構法を有し、四盟化茨素分子が疋四商韓形構

造を有する事を述べたり。メタン瓦斯により分散せらるる少量の光線の相営部分が非偏光性なると

とより、メタン分子は非等方性なるととを知れれ Cooleyの報告せるメタンの赤外線吸牧スペグ

トルの構成は四角錐模型の有すべきが如き二つの慣性能率の存庄により設明せらる。されど斯る種

類の質験的論械の解揮には大いに疑問の飴地あり。

C(a)4の如き型式の或る極の四基置換メタンの結品構造をX線によりて求められたる結果其分子

は正四国韓形とするより寧ろ角錐形とせられたり。 ベンタエリスリトールC(CH20H¥ のX線研

賓の結果は初め Mark及 Weissenberg，Huggins and Hendricks等によりて中心茨素原子に結合

する四個の炭素原子は一千面上にあるべきを示されたるが、後に至り、他の人々により此結論の正

しからす=して、四面睦形の模型により表さるべしとせられたり。同様にぺンタエリトスリー;!-の四

酷酸エステルにつきても正匹l面開形なる事示さるるに五れり。即ち結晶待子を構成する強力なる構

成カの作用により四商韓形構造は歪みを受け封橋的四国韓形構造の奥ふべき X-raydiffraction 

pa悦 rnsを興へざるも、 X紘分析の結果を綜合すれば四面題形構造を支持するものの如し。

イオン化せる茨素の輝線スベクト Jしにより茨素原子は 22軌道及 21の軌道に夫々 2個の電子を

有するととを知る。此事よれ若し遊離茨素原子-1'(於る此等の電子のエネルギーの差異を分子内に

於て保つとせば C(a)4型の分子の封橋性の献加は有り得ぺき事なり。されど Henriの提案せるが

如き封陪的の角錐によりて、か Lるエネルギーの差異を説明し得ざる事、四函館形による場合と同

様なり。

四臨化茨素の分子のモメントは零なれば正四国腫形構造を有すと考へらる。角錐形構造を買とす

る人々は四基置換メタンを共置換基の如何により或は正四間関形となり或は角錐形となると考ふる

なり。されど C(a)4型の分子のモメントは全て品の原子閣の廻特に基く封栴性の快如K蹄せらる

べく、又か Lる封構性の依如なき種類の分子はモメント零なるべきとと示さる。正四商檀構造によ

るに非ざればメタン及数種の四基置換メタンのモメント零なるととを説明し難し。勿論四角錐又は

其他の非劃構的の構造を有する分子のモメントが分子の歪みの結果生歩るモメントによりて相消殺

せらると考ふる事は全く不可能なるととに非るも、種々の物質に於て斯る相殺が行はるるものと考

へ得る可能性は誠l亡少し。殊に、大なるモメントを有する水及アンモ=アが三角形及三角錐形構造

を有すべきととを併せて考ふる時は角錐形メタン構造の不合理性益々明らかとならん。されば長く

化撃者が愛用せる四面題形模型を農業すべき必要注しと考ふ。されど四面開構造の不安定性及び至

みを受け易きととは忘るべからす.0 (未宜L ~ 一一一一 一ー一一一一

定償 t四拾銭也1
昭和¥0年3月10日印刷， 昭和¥0年3月 12日登行

編鯖粂設行人 山口 柴ー， 秋山 桂
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伽 theDifference 01 the DecolQurizing Actjon 

of the Japanese Acid Clay towards methylene 

Blue Water' Solution and Petroleum Oils. 

Ken-ichi Yamll.moto. 

Heishichi、 IshiJmwll..

Decolomizing experiments dlle to the J江戸nes7acid chy from dyestllff water sollltion 

of methylene blue and asph:llもkerosenesolution were carried 01lt and moreover actions of 

dilllte alkaline and acid 501utions on methylene bllle were also examined. 

The results are summ司rizedas f冶llows;

Summarizing. 

1. Thesampi<!s employed in this experiment are three Japanese acid cl晶.ys，acid and 

albline treated clays; i. e. Itoig乳waclay in Niigata prefecture and Mitsuishi ，cl品yin Ok司yam司

prefecture， German Frankonit S frQm Germany， Japanese activated cl且yprepared from MitSll・

ishi clay by hydrochloric acid and the alkaline treated clay prepared from Itoigawa cl且ywiもh

pH value: 9;"';10 of sodium carbo削除 、柑1titiOn.J 

2. It has been shown th必 thedecolourizing actions towards methylene blue water 

solution by the J証.paIleseactivated clay (hydrochlotic acid treated cla:y) and the alkaline 
treated clay are exact1y in the opposite relation; the activated clay has remarkably the 

superior decolourizing power in the case of asphalt kerosene solution， while the' al】(a1ine

treated clay is more inferior than the raw clay. On the contrary， the alk司linetreated clay 

has very superior decolourizing power in methylene blue solution， but the activated clay is 

generally more inferior than the raw clay. 

3. Mitsuishi clay and Frankonit S.， which are the so-called inferior clays as the 

Japanese acid cl司y，are easily activated by acid solution， and these original clays have 

approxima民lythe equal decolourizing powerもowardsmethylene blue water solution compare 

with Itoigawa clay. 

4. From experiments on the action of the dilute alkaline and acidic solutions towards 

methylene blue water 501ution， it hぉ beenobserved that methylene bllle is rel必ivelyunstぬle，

and changes its colbllT or. is precipi切もedJ:>yもhedi1ute acidic or alkaline solutions of the 

various concentrations. 

5. The Japanese :icid c1ay develops its colloid:tl properties' exceedingly when its water 

suspension is tr回 tedwith the dilute alkaline 501. of the H-ion conc. of pH 9-10， and the 

properties of the alk昌linetreated clay. resemble to the 50・calledBentonite. 

6. The mech:lJ1ism of the decolonrIzing action of the J apanese acid clay on the 

methylene bllle water 50lution and on the . coloured petroleum products are completely 
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different one ;も，hatis， in the case.oftheJormer， itsdeeolourizing acもionis dueもoprincipaIIy 

chel11ical action， while in the Iatter， decolourizatjon occurs .chiefly by tI叫Jhysicala必orptbd.

7. The princip司1applic品，tionof the Japanese' acid cIay. is now lIsed in refining or 

clecolouriz柿ionof petroleums， oiIs and fats. Hence forぬevaluation.. of. the acid day， the 

oil examined should be condllcted lIsing the oils applied and the decolourizirig. examination 

uponもhemethylene bluewater soIution is not suitable forもhevaluatiori of the acid cIay. 

Therefore the authors would propose thc usョ.geof the asphalt kerosene solution as the 

decolourizing standard soIuもionfor the V品IuationofもheJ ap!1.¥1ese♂acid clay. 

On Developing-Out-Paper as 'the Substitute of ' 

X-Ray Film and its Sensitizing Process. 

Ken-ichi Yamamoto ILnd Shigeru Fujiki 

The most parむ ofthe uもi1isationvaluc of， X-ray is a~ways attained， owing to its 

invisible n抗ure，by the characteristic photo-sensitive prupcrもYof X-ray:・WhileradiographicaI 

materiaIs， X-ray fiIm and plaもeare now relatively de払 Hencein spite of the appIic'llblescQl~ 

of X-ray is very wide， the practical scope is alw品ysres位icting， with amarketprice of X-ray 

fill11. Therefore， if something a cheaper substitute of X-ray film is ob同ined，the， practicaI 

scope of X~ray should be more widely expanded. Forもhisreぉonthe a)lthors have studied 

on the photo叩 nsitivityof ordinary developing-out-p品peras偽esubstitute of X-ray fill11， and 

studied on various sensitization processes of devaloping-out-paper.， 

(1) X-ray photo叩 nsitivityof developing-out-paper. 

As the method of determination of X-ray photo.sensitivity of ordinary developing-out-

p品per，the authors have adopted， for convenience， so-c品lIed“ThtesholdValue method，"乳nd

indic品，tedX-ray ，pnoも0切 nsitivityof developing-out-μper by relativ，e serisitivity to th必 ofthe 

stand在rdX:ray'emuIsion. As the st昌nd品rdemulsion， duplitised X-ray film of E昌弘m品nKod品ck

Co.， emulsion No・c.l11O-20~rw w品staken.X-ray usedin this' experiment '¥vas ~oft X-ray 
obtained from copper anti-c抗hodeof X-ray tube of' Coolidge-'w昌tercoo1iIi.g tyte . ur¥.der 20 

K.V. and 20~25 milli ampv. and hard X-ray fiom Molybd，eù~\in， al;lti吋caもtió(ie 'o(X-ray tube 

ofもheordinary Coolidge ~ype under the condition of 60 Ki.V. and 4-5 milli amp・was

also used. As developing-out-paper， various bromide and gaslight papers whicheasily obtained 

in this country were taken. 

Th~ experimental results obtained are as follows: 

(a) Phoも0・sensitivityof developing-out-papers to soft rザ
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fWE>d~~ Al， ¥0 steliS. (a.¥m凶-¥.Omm fhiekti蜘 :)jWe({gd 00回 t，'C "" O.562J. 

{D制曲è~ もetwe、世芯rWý hibe Imd剖mple:50cm 

¥Exp倒由!l"e;1¥Oini色'.uhd何 20K凡I¥'lt{凶 miUi唖3Dp.，

DElIfelor地UE，-::>U{-I踊.pers;Tra生eDame. Relative回 nsitivity.

1lriJliant 13t咽 ide(Orieubl， Japsn) 0.22 

仇 iE!ntnl:Bromideくか) s¥O 

，)'.M.C. 13romiue， No.，5，. (ERstml¥u， Uふω0.05
Wellington Bromide (Well;ingωn， England) 0.0師5 

mω'ord F.S. (l1fordι， Fngl 白岨nd) 0.05 

1肋官k加rovi吋im‘B.川胤.N汎N.-¥司引l日¥3汽(A勾εfa，向， G伽e句rm凶 a佃，nyの) 0ω.0 

Brovira B.C.司吋¥¥3( 汐 ) 0.05 

P.M.C. Bromide No. ¥. (Eastmau， U. S. A.) 0.02 

13romoil (Bromide)くWellillgton，Englaud) 0.02 

waMM P予!<Bromilゆ(Omiy偽 J叩叫)・ 0心2

Warm Tone (Oriental， Jぬ，psn) 0.002 

Warm lHMk (l蜘r-d，EIiglaUll} 0.002 

Corumercial l'up:JrくOrientRl，Japau) 0.00 

Vitぽ K-50(Geyerl? ~lsiuru) O~∞ 

A?o A-2 (Eastman， U. S. A.) 0.0005 

Orient A (Orie:>t.l， Japsn) O.∞05 
(b) Phoも0・sensiもiviもyof developIllg-out-papers to h孔rdray. 

(Wedge: Cu， 20 steps (¥ inm-20mm tliickne剖)， W町:lgeωIIst.C = 0.4642. 
{Ðistn'lc~ ' t>Jlween X:'uy tub宮 ands:¥mple: ¥40 cm. 

fExposure: 3'OS'lc. un<Ier 40'K.V. [白d5mll1i amp. 

Developing-::>ut..;papets. ('l'rade namo.) Uehtive Senaitivity. 
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'1'ranslight paper t 0:∞3め阻∞thsurfa.ce. 
0:;) 1?ho切-sensi，tivityof. bromide pap 

l，'olie: Hyd佃 IntensifyingScreen， combination， No. 94J.:渇6-94987，Single folic. 

Bcrrormadide e nvaamee2-r 〉 sbRnesilatitHhte y. I13n晶ctre側o関
!6.

Relative Relative 
Scnsitivity. Sensitivity. 

(D (1)、 (1) 

Orient晶1Brωnide 5.6 56 0.56 0.34 

P.M.C. No. 5 1.8 60 0.¥8 0.¥¥ 

Brovira BN-・¥¥3 ¥.8 90 0.¥8 0.¥¥ 

Wellin再tOIl13romide 1.0 33 0.10 O~出

Bri1lio.nt 13romide 0.50 '5:6 0.06 0.03 
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I!ford R. S. 0.32 16 0.03 0.02 

10 (Single folie) 
16.6 (Double fo!ie) x瞬間，yfilm， E陥 tmau.

Where: (i) Re1at.ive sensitivity (1) is the value compiued with the va1ue of non-folie 

X-ray film. (ii) Rポeof increa，>e denotes the va1ue compared wit，h the sensitivity of non-

folie bromide p司pera，> unit. (iii) Rc1at.ive sensitivity (1) and (贋)show the values comp司rcd

wiもhもheva1ues of X-ray film fitt.ed with sing1e and doub!e folie. 

From above resu1ts， photo-3ensitivit.y of bromide p司per七oX-ray， bo1.h 011 50ft and h礼rd

X-ray correspond'> 2-20% of the va1ue of Ea，>tm司nX-ray film. While ordinary gぉlight

papcrs havc extreme1y poor photo-sensitivity to X-ray・X-rayphoto-3ensitiviもYof bromide 

pa戸r5fitted wi出 inもensifyingscreen or folie have been great.1y increぉed，namely， c号rtain

bromide p昌persused folie have given equal or sever品Itime， photo叩 nsitivity出品nnon-folie 
X-ray film. Anc1 in叶lIscおじ so・cョlleddissolving power of the bromidc paper used folie wa，> 

near1yむheぬmea'> the one of non-folie bromide IHper. Therefore， in thc ccrtain scope， 

bromidc p礼per I削Y:be used <ts the subsもitutcof X-ny fi11l1， c>pechlly 11sing 日 Prol問
intensifying: screen. 

(2) X-ray sensitisation of' oromide paper: 

On X世 y se削除抗ionof bromide p司法r， onfy 礼 few戸per3 have hitherto bcen 

I1ublished， and a雪 2ふrayptoto明 nsiもivedyC'lt¥iff sotution， o~Iy!， eryもhrosine (Tctra-iodo・
fluoreョcein)solutiQrt 臥vebeen gener品llyknown. The:-a'li，hor3 h¥vセstud制 variOusmethod唱

。fX-ray photo明 nsitisat.ionof bromide p品per.1n the fir3t place， wheもher，etyもhroSIuesolntion 
hwe X-ray sensitising: property or no七have been ex昌mined.Second1y， so・曲IlE!dXray contrasも

lUat.eria1s suchお urose:ecぬnB (3.5-diiodine-n-methyl-dina+，rium-cheIid司mate)，、iodineもetragnosも

り"Iodillll1salむ of句協.phenQ1ph伽 1ein)etc.， have been te，>ted， anq next hypct-拍車iもisation
of hromide papers ti.> X-ray have been stlldied. The resu1ts‘lre as follows. 

X-ray phoも0・sen電副総tionof erythrosine solution upon brcimide I)aper‘have 110もl克巳n

recognized on this 侃 periment.111 the range. of varIo¥ls coneentrations of. 1 -10，αゆ~
10，000，α)()， and onもheconcentration of above 1 53，ooJ sollltion， more..or 1e，s' aesensible 
tendency have been found. On a very dilute solution uIlder 1 : 70，000，000， sensitisation tend-

ency have sc司rcelybeen recognized， but cOllld no七bedet.ermined，On the sensWsing effect 
of uroselecta.n B， inもherange of various concentr以ion:，of 1 : 1，0OO~ 10，∞0，∞o solution， 

110 recognizable effects have been found. On iodineぬtragnos七， in the range of concentr机ions

of 1 : 10，αゅ-10，ぽ恥0∞，もhesame rem1t have been obtained. 
On hYI光子sensiもising，(1) AgC1-NH.OH method， (2) AgWO.-NH.OH Il1cthod etc. 

have becn studied. But ill this ex戸rimellt，any recognizable sensiもisingeffect upon bromide 

l:!aper have noもbeenobtained. 

From these resu1ts，色 mョ.ybe cOllsidered出
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2 早稲岡田F用化事舎報第二十四世t別加

〔早稲田藤用化畢曾記事〕

CIJ例舎
7 月 6 日〈金〉午後 61~をより丸ノ内レイ yボ戸グ

リルに於て第 33回例舎を開館す、出席者 33名コ

講演「ソピエートロシアの管見」肝付粂英氏

10月6日〈土〉午後61時より丸ノ内レイポ戸グリ

ルに於て第 34回例舎を開催す、出席者 29名っ

講演 「セメント雑話」 秋山健一氏

曾報夜行

昭和9年8月曾報第 23E，売を夜行、直ちに各方町に
護送せりつ

cn 関西風水害消息
9月 21 日の関西地方の風水省は震に惨聴たるも

のにて誠に御同情に堪へな1.'0 我彊用化摩科の曾頁

も多数居られる事とて早速9月 22日付を以て校友

並び関係曾社工場へ御見舞欣を差上げた底折返し御

穂状及被害の段様を御報知下さいまし世こので止tD.tに

一寸御知らせ致します。順不同

藤井平三氏っお宅lま瓦が二三枚飛んだ程度。工場

は浸水丈飴但し死傷者なし。

水科元安氏。御下宿は床上ー尺浸水、風の篤め所

々を破られたりつ工場は無事なるも附近には多

数の死傷者ありたる由。

東 昌夫氏コ 何等被害なし3

江崎孝一氏っ何等被害なしっ

桑原光雄氏。工場は倉庫、素屋空事拾官会棟約 2000

坪近く倒援し御社宅11堺屋根建具等を吹飛ばさ

れたるも御家族には御無事との由コ

由良泰夫氏っ御宅及工場共に被害ありたるも御級

少の由コ

中田助夫氏。御住宅及工場共に相慣の御被害ωあり

たるも死傷者はなく目下復麓中との由コ

矢倉抱二郎氏。御住ひは被害なきも工場は災害の11~

心地にて約十日間運動休止め被害ありたる由コ

鈴木貞一氏。床上一尺近く浸水、工場は一様倒摸

早速仮屋を建設L作業開始との自コ

波港治郎氏。被害なしコ

石塚 誇氏。鈎j伎ひlま被害なく工場は四尺浸水っ

後藤勝三氏っ御tl:ひ(1被宍な く第二工場{主一棟倒

壊せる肉3

森川隆行氏。 被害なし。

山本貴之介氏。御住ひは離をまぬかれたるも工場は

大被害を受けられし由。

天野友彦氏。床上三尺の浸水なるも御無事の由コ

草山茂郎氏っ被害なしっ

阿部伊政氏。被害なしっ

宮下邦三郎氏っ被害なし。

阿部恵浩氏っ御宅には被害なきも工場一様溺潰せ

し由コ

鴻国道治氏。彼害な し。

披口組吉氏っ被害なし。

浅居ちか氏コ被害なしっ

大阪'1ff大庭用化穣科教室っ被害僅少。

大日本家酒株式愈位。尼崎、初島爾工場は風水害・、

吹田、西J宮爾工場及各地倉庫は風害を被られ

し尉E

大阪窯業株式曾枇。製品積込用筏橋破損の他建物の

部分的損害並びに窯の一部浸水せるも主要建迭

物lま無事。

高山耕山ft墜陶器株式曾位。一部煙突の倒援っ

阪神プム製造所。被害なし。

南海附粉株式曾社。相省大なる被害の由コ

ダYロップ議談〈極東〉株式曾社。被害な しっ

大同燐寸株式曾位。一般に鞍徴なる被害の由コ

大阪工業試験所っ被害なし。

ClIfJ教室近況

先生方御一同相幾らず御元気で教務に叉御研究に

御多忙です。殊に小体先生は本年還暦に醤られます

が益々御止t健で、吾々一同意を強うする弐第です。

ままに昭和9年度研究奨鴎金の交附を受けられた先生

方の御研究題目を掲げておきます。

日本事筋振興曾

繊維素の光化事饗化に閲する研究 小栗先生

日本墜術振興曾

鈎蓄電池の硫殴鋭化の研究 筒井先生

文部省自然科撃研究奨陥曾

輔化防素に闘する研究 武宿先生

服部報公舎

ボルトランドセメントの化翠成分と施行時に於

ける主要熱量との際係 秩山先生

日本号星術振興曾

念結性愛毒性セメントの研究 秩向先生
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〔百〕曾 員泊息

ー膏鈴曾(第2岡本書賞金〉

昭和9年度の夏期工場見撃依行に思生約 20名と

北陸、闘濁、九州、防面を廻り各地の級友と曾談する

の機禽を得たっ北陸では丁度初!の大永害に出曾ひ清

水、辰村同君に曾ふ事が不可能であったが、関西で

は大阪の験迦曾で荒木君に九州、lでは小倉で償獄、阪

問、水野、生国の諸君と一晩ゆっくり話す事が出来

た。大阪には目下荒木一人となったが、中目撃きらず元

気の様に見受けらオlた。生同君主は十二年保りで曾

ったが頭l主宰白、ーす見還がへる伎襲った様子に篤

いたが、話せば普の通りの味が出て、非常に愉快で

あったっ水野君、阪同君もわざわざ遠くから出掛け

て来られて暑い宿屋で生田君と、o:l人で寝物語りに

東京の仲間の話、近況、遠況に夜を明した事であっ

たっ生悶君は目下火祭、銃獄商をやって銃搬に夢中

になって居る話。阪淘'潜には蹄途別府で叉度に話す

機舎を得た治主人の綿子さんの良いお父さんとして

すっかり牧ってl居ります。永野君も舎祉の景気良く
之叉頗る元気な気焔を翠げる。鹿瀬君には九州在住

卒業生の|世話人とLて皆が毎々非常な|世話になって

賠り、教室の者一同も喜んで居ります。

英後私の方へ停うた 2-3のニ旦 F スをお知らせ

します。

石川君は昨年暮れからE月にかけ久し振りに上京

在京の者一同が大いに獣迎の宴を張った由で‘したが

筆者了度重北の皐術協舎、 ヱ業{t~要曾大曾へ出席、

留守のため残念で為ったカ嘆の舎に紋席っ原君の話

では稲田、肝付、美馬、長谷、 原、山本〈泰〉、中津

の諸君出席、肝付君の案内で暮れの銀座のネオ γ気

分やら、何気分やらを石川君に満喫させた由。石川

君にl土木年 1月9目撃校で曾ふっ普の通りの安チヤ

γで、唯、少しもっともらしくなった様に感じられ

た。石川君には卒業生の採用で毎々大に惟話になり

本年も嘗霊長皇室からー省、商摩部から二名録用ぜられ

て蹄速されたっ努力せられて早く専務になられる稼

積んで別れたっ

入百枝君、石川君の話では奉天の従兄の下にやすか

仕事せられて居る様子であるが、筆者の方にも通知

無し。苦手賞紋に漸く英健在を知るのみ。新興満洲闘に

は君の如き機智縦横の才人を要する事、切なるもの

と信ずる。努力して堅貨な築礎を築れん事を草rrるコ
英外、水野君も昨年暮から正月にかけ上京せられ

Tこ由であるが箆者留守で曾ふ機舎無〈 、在京の級友

にお知らせする事も出来ず甚だ残念でらった。 '矢橋

君lま岐阜の赤奴で‘大理石の事業をやられて廃り、筆

者、蓋濁よりの蹄途尋ねる積りの所、時閉館て機舎

を失ったが、浅野を止められて父組の業iエ専念そら

れる事と信じ陰乍ら英成功を祈るもので・あるつ

化墜工業にも十数年振りで漸〈春巡り来て本主主の

卒業生は早〈から就職決り、此所、毒虫室全燈も何ん

とな〈活気に満々て居る。我育鈴曾員であるクラス

メート諸君からもどしどし後輩の採用、引1r.の程を

希望して筆を欄〈。

(at{. ¥0. 1. 22.貧験室にて、山本記〉

欝管曾〈第車問〉

消息に就いては毎度済まない主恩ひ乍ら何時も不

向きの役を背負って居り、締切笥際になって周章狼

狽誠に曾員諸氏に申惑ないと思ふて居る。弁戸の中

の!陸同様の者の範閣にて今回は御汗しに預りたい。

過般闘商の大風害は御承知の通りにて吾関西の友

や如何にと早主主でもなかったが照曾せる慮、石塚、

渡退、山本三氏共に可成の被告ーありたるも目下復奮

工事に日に夜をついで居るとの事で命だけ怯助かっ

たのだから一同御安心の程を、甚だ還蒔乍ら以上の

三氏に御見舞:ド上げ併せて御一悶に報告致します。

三島のI度遁禁氏'1何から何まで一人で{中々多忙と
の事だ、此多忙の身慢を御閣のためと為って九)寺中

旬より三週間近歩ーに演習召集のため引出され、国

家非常時の在郷将校としての修練をされた、話に依

ると召集年度が一年早かったとの事だ、成績優秀の

ためか或は唆績不優秀のためか知らぬがと苦笑して

厨たっ三島に住む事数年多期休暇を利用して御殿場

でスキ F 術を修得したとの由っ

林工業所長の林崎明氏lま去る夏念願かなって親爺

となられし由、おミれ乍e:，御統申す。赤ちゃゐが俊

民であったあ彼女氏であったお吋土きき洩らした。

印刷局小倉正照氏は此頃元気で目下有機製法化樫

の¥oIl刷イγキの部門を受持って執筆中との由、上梓

の践はwr道に携はる者の好伴侶たる事と思ふ。
婿問、井上、縞原の各氏には工業化準舎め席上回

曾したが仲々御元気です。

製粉の河内君も元気で白くなったり黒くなったり

時折赤くなって居るとの事だ。

油脂の佐野、目巴斜の工藤、紙の伊藤、三池の河津

満洲の保原、ガスの藤本の諸氏の近況や如何にと二

個の限、二つのJfを機大しても井戸の中の般にはー
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肉に電波が人って来なL¥鳴かずば維も墜たれまゐ

と大悟徹底せられたるか。

人造sE.糾の佐野君は元気です。ちよいちよい仕事

の事で筆者も御迷惑の御頚をして居る。未だにアル

コ-/レに聖母する映畳は決して人後に落ちざる由、震

か嘘語、保置置の限りにあらざるも籾身の由だ、仲々な

くてねーとは御本人の述懐だが如何だか F

JIIロの奴閏も身憧だけは健在なんだと自信がある
が頭の中が止LI須甚だ芳しくないのかも知れぬために

箆中途に一寸務光が夜となく蓑とな〈ある様になっ

た。何とか芳しくなる注射撲の御持合せはありませ

んか、あったら御出し下さL¥私許りでなく共遠の

人も大喜びの事でせうった ピ毎日姿泊維の底をIipl.、

て赤字と闘守をして居る事だけは確かです。

(奴回記〉

第九回ルヲボ省消息.

十一月に沖織の三浦君が突然習志野へ召集され上

京して来た、その折り穆校へ遊びに来たので色 と々

肉ふの話を聞いたっ三浦君は仲々の元気でヘピの話

だの、商圏構調の話等諮って行ったっ:;kで十二月に

は鈴木貞一君が親絡の不幸で上京して来たっ貨に数

年長りの上京なので珍谷来るとばかりに高僑君、竹

内君、宇野君、秋山を交へて銀座でさ Lやかな阪迎

曾を開いた、貞ちゃんも最近は元気快復して久し振

りに背に飼って放歌高吟愉快に騒いだ。

幅閏君、藤好君、宮本君等の在京の各伎は皆元気

の様だ。，Il;藤君の消息はとんと聞き洩らして居るつ

阿部君は柑習をらす‘元気で製校へも時々arlを見せて居

るコ園崎君lま青島の方から腕って来て目下九州に居

るらしL、。牧君、御樹君{ま闘門海峡を望んで毎日元

気にやって居るそ うです。矢島君はどうしたのかわ

からないけれど川越の主になって居るのでせうっ参

チャγ竹内君等と話したんだが卒業姶遡年記念のク

ラス曾は某地に集合し℃盛大にやらうとの事、皆さ

ん賛成のこと L思ふ、それ迄放費や曾費等今から心

配しなくてもL、L践にエラグなって来る様期待す

る 。(秋山記〉

ナインテンメンパークラプ 〈第11関〉

四とせの秋もill1へて見れば卒業して都を去った諸

兄も、東都に止まって、否執驚して居る音等も、“三

笠の山に出でし月かも"、と云った人の気持がしみじ

みと味わ Lれます。好きパパに、好きハズ.に、カピ

臭い潟身者と、斯く階級が異なるとメンパーの鑓邸J

に落ちつけなくなります。

昔日の如く不安定で今もタパコに指を染めて居る

粂吉君は何時も忘れか'すた頃に小生の宿に出現しま

す。吾等のパガポンドとでも云ふべき兄の存在はた

のもしい次第です。京l宏君は矢張銀座裏で柴養と動

物ギヤク待に絵念なく時折お税理講習曾の先生とか

になり女性に到してやさしすぎるきらひがあるらし

く思はれて気がかりです。信三君l主蚤役で、技師長

で、ボイラー主任である所に兄の回目をうかがふ事

が出来ます。御室闘を大いに期待しましょう。紅色1
な美少年を恩はする名の一郎君は叉前文相の明鏡止

水氏と同名である庭に吾等は誇を感じます。温厚な

るパパで風光明J掬な金浮から航宰研究所迄毎日山イ

キングを綾けて研究室で‘疲れを休めて居ますっ未だ

ガメグリを御織との事恐威を感じます。希望者の遠

征を期待します。代 幡々に月が出て楽しいホームが

明るく更に御星様の御降誕と云ふ物語り、苦喝の茂

晴君をー悶で枕稿~しましょう ったの もしい在京の

存在である秋輔君れま幾分昔日の元気が務らいだ様で

すが兄の篤に在京も明るく感ぜられますっ小生とは

休日毎に食道繁の研究を績けて居ますコ御希望次第

面白L、所へ案内さして頂きます。温厚、着賞、1専愛、

家庭園浦等の形容詞が使ひ切れない位たのもしL、岩

等の照井君は英後消息を聞きませんが毎日御精糊の

事と存じます。未だ見ぬ奥様の御健康をすfりますっ

小笠原島探険の参成君も英後御曾ひしませんが鏡京

されたと聞きます。土産話を楽しみに待って居ますの

彦根郡は瞳の調子が感るいとかの事、あまりくよく

よしないで皐校へ時折出現され』ば神経衰弱とかも

消し飛んでしまふかも知れませんつ所長に早く嘗選

して下さL、。紳津君と西村君は全く消息を得ませ

ん。 何卒小生へでも時折lt音信をたのみます。 恐ら

く雨兄も御奮闘の事と存じます。大に期待しますっ

以上在京者の泊:息ですが小生丈けは省略しますっ

小倉君は満洲園の御役人とか、ハルピンに愛の築

とか祭しい結晶の御話を待ちます。弱音君はしばら

く消息がありません。昭和寮とかの庭いぢりでもし

て手紙の書く暇がないのかも知れん。手でも洗って

たまには音信をたのむ。健一君l主先日鈎;同伴上京、

あはたピしい飯、奥様の御健康と四闘が誇る松岡オ

イルコムパ=-の隆盛を祈ります。後藤君の威子も

見謬UA行の厚生が大阪へ行った折に御曾ひしたとの

事で安心しました。御奮闘の事と存じます。絞弁.;t¥.

l土吾聖書の内で一番遠山をして居る事は曾」、機曾の少

ない様な心細さを奥へますが、英内に内地を飛行漣
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絡が出来ると思ひますから、家族一聯隊引きつれて | 成る運動をした様な事を開いたカ綱二人でぶつぶつ

東京へ遠征をたのみます。天図に結ぶ絡を思はする | やって居る事だらう。沖繁喜先月社用で上京したそ

五郎君、兄も楽しいホームを地上に結び賓り又今年 | うだ、朗る元気にやって居るらしL、もう御子さん

も震る事と恩ひます。北海道から朝鮮へと、君は東 | も 2，3入場ちゃいなL、かしら。児童の教育に興味
京に縁が薄いらしい、感校では君を誤解して居るら | をもって居たが今でも緩冷て居るかしらっ大坪義雄

しいが心配しないで一生懸命働いて早〈誤解を解ぃ ! 相種差らず飲ませればすげーものでーあるつ但し近頃は ~
て臭れ、菊築君も亦消息のない事は久しい、君の居 I tこいしてやらぬらしL、。年のせいかも知れね。曾ふ
ない早慶署員lまさびしL、、今秋は快勝した事は御園で | 機曾も無く詳細は不明なるも大坪哲皐をふりかざし

誰より早〈御存じの事と思ひます。紳宮も兄を待つ l て進んで居る事だらう。大阪の石井に云はしむれば
て居ます。アメリカからJt.--スもゲールックも来ま | 彼へーゲル先生は s'eなるものに擬された事が黒い

すっ 御上京を待ちます。 Iのが珠に駁だと。若山一彦カワウソと云ふ、なぜ:カ
此後には言者兄の消息をたのみます。失言多謝コ | ワウソと云ふかよく解らなL¥直観的のものかもし

久平曾〈第12回) れなL、。親子して mur，lげをして居るのも此の男ぐ

消息が載らないのでぶつぶつ云ってる人もある様 | らいだっ親爺は第三師園長創ち若山部隊長です。息

だから何か書く事にし上う、舘1車に云へば一同あま | 子は赤羽で火薬(硝酸も同t;様なもんだ〉を製つ<;

り縫った事も無L、。然し是だけでは仕方がないから | 駈る、息子の製った火薬を親爺が満洲でぶっぱなす

誰か元気のある者に庖卸でもやってもらふかな、 前i比の約束ですな、匪賊も定めし上体とやらをする

つ背山君毛簿順に御願します。印刷になるんだから | でせう。 少し飲ませるとふうふう云ふ其の諮とても
御手柔かに。石井秀成大方は街』承知ならんも目下闘 | 親爺の後はつげんらしL、。

問ペイ γ トでインチキぺγキを製って居る。勿論イ | 問中義博オムは大阪で1::/;7キセメントの橡査か

yチキペYキを製るのではなく石井が製るからイン | なんかして居る。ダYスは上手なもんだ、我々級友

チキペンキとなるのであるつ此の子在皐時代よりイ | オムと云ふが「義ちゃんJとか何とか云ふ人もある

ンチキヵ;好きだったが出Tて靖々盛んらし¥.'0 最近 ! とても隅におけなくなったです。前はもう少し隅に
上京の折飲み歩き濁りに東京騨で蓬チヤ Yと喧嘩し | おけたのだが何しろ石井と云ふ先生が側に居るので

て居る内に念行が鼓車してしまひ止むを得ず普通列 | 段々悪化します。時々 所謂創;用'C;-上京し飲み歩きま

事で蹄波せり、昭和の'削むこ東京、大阪間15時間かl.. I すが中々金廻りli¥.丸、らしL、。藤平重雄中日襲警らず機

った男l土石井の外には少なからう。畑中申オタγl土 | 械的に通勤して居るそうだっ朝がめつぼう平い曾枇

目下大漣に居る、オタパ主本職より剣道の方が得意 | だったが風の如く来り風の如く去る。之トウへイ

で本人案外得意ら L¥.、が化患の方は一向オタノール I (藤平〉なれ今頃は何底を吹いて居るやら。かJ野和

であるつ彼伊lを見附けるのが上手だったが勿論あ | 夫始め平泉洋行に居たが今は住家を嬰へた様だ、あ

ちらでも盛んの事と忠、ふり最近の襲警化の方々は多少 | んまり住家を幾へると浮藻の花だと云はれますよ。

なりとも御承知の終黙のハF 公は賓にオタシの設見 | 先月自動車に衝突して怪我をした犠だが frnuがさ

に闘るものであるつ本長打が得意だったが近頃潟長 | ぞ心麗した事だらうっ小寺孝男相撲必ず例のコレク

の往復をやって居ると泊、さでは貰ふのかな、何れ | ジョンをやって居るかしらも東京製線で電棋を製つ

にしろ第 12期有機化翠の第一人者たるオタシか新 | て居るが漏電ばっかりし居るんじゃないかな、英で

興満洲帝国内に活躍する事は一同蹴る光築とする所 | も御上でどしどし質上げるらしL、、此の春は特別の

である。銅銭武雄彼ロ yヂヤンは塑醇なる人生をー | ナスをもらったそうだ。鴻田沼治西下してから減切

面的抽象的にしか認識しようとしかしなかったが、 ! り紳士になったら し¥.'0近頃マルガリンが感iくない
今何をして居るか知らない。まさかラヂオの聖典講 l 所を見ると大いにやって居-るんt!らう。よく践を伸

義に b句耐m しても居まいっ堀江康雄最近東京 ましたり刈ったりする男だったが今頃M さかスリ

に現れたと云ふ話を聞いた、よ〈黄い皇室で話したり ! もしまLら開く所に依ると燭誇仰誇を大いに勉強し
槍をかL、たり香水を調合したりする男だった、此の | て居るそうだ、工業化事雑誌の抄滋に未だ彼の名を

頃はシZ スト 7のものでも讃んで居るんぢゃなLゆ‘ ! 見た事がカ~\.、様な気がするが青山間12Pt? 11V =: nRT 

な。長行司清味大分前の事だったが女事
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に宙定り近頃Iま東京芸場に出て居るらしL、。口久丁手

久丁の彼4こ曾つては大概の者はのされちまふ棋だっ

隼生剛'えよく p・1 自k の '~hermodynnmikをひっ

〈らかえして密たカ丑頃は Sehrodingerの WIl<I1-

四 meoh岨 H{でも菟てゐる事だらう。但し彼 p1e，.-

帥 ntlyincomprehensib1eを持嚇すゃからでもなL、

らしLら銀座を定期的によたる事もかかさぬ撲だっ

宮本望号在顎時代折朝グロッキーになって油校して妙

な粉末を欽んでた事もあったが今で‘はおしもおされ

もせね技，師らしい、夜は皐校に出て居るとか。此で

一通り終ったっ 先頃の大暴風でも石井、問中、鴻

制の所(t，大した事も無かったらしL、。宮本の所は解

らなL崎議損金募集なんて事にならずよかった。

(9. 10. 24. O. Y.) 

先四曾〈第14回〉

卒業後すでに字歳、春と夏を鰹て、秋もすでに娩

しこの期間枇塗的新人も何らかのr嬰化、何らかの

現れを示してゐるに逮ひな、、。諸君の近況を噂も取

り混へて書くっ

弁上率穆君、こ の春頃は盛んに東都の~を懲ふる

標子であったが久しく音沙汰がなL、。仕事が忙しい

に蓬ひなL、。そして其の絵暇の遊びの方も忙しいの

であらうつ

畑山三郎君、南のささをながめて、うら淋しげに何

にiJ場慨してゐると聴くっそ して暗い雨のそぼ降る

夜仁鍵巣なソフトを治通ぶってそ 、くさと歩くっ

土井内務君、近況が1いと云ふっしかし食って寂

て英の泊英の日があれば何にかある号寄っ E議華瓦共斯fの攻

繋を受Jすつ L仕事哲をrつピける勇ましき様子子-を憶ふふ.コ

生活4はまそれだけでな〈きうと近々に何

なことに出曾ふふ.に遼ひなL、、。若君.の消息文の内に之を

見出したことをF附!片f言記己して諸主君Iに探偵を依輯するつ
利光貞夫君、京者f帝大で大型警に評判がよいとのこと

この間の大風容に雨戸をはずされて書物も何も濡し

て移った色かっ滅の港ちる尺八をか Lえてペソをか

いてゐるのであら うつ

荻布佐一君、往年のチム ー I~ も 、 あの核太りのデ

ツカイ自燈をゆさって、丸の内に通ふ3 時々 一緒に

~座を歩けば樹にぎわると云ふ可英の原因lま何魔に

あるのやら。 25歳。曾植I負っ月牧っと書き績ける

と新聞の康管欄になるつこの消息も織にさわるに蓬

ひなL、。

州国恒雄君、ボヘ ミアン恒雄、偉大なる同化性に

富む君は大漣の街を自分の家の綾な気安すさで歩レ

てゐることであられ金髪の美人と変郷H良の娘子ι
クロエポと君と。牌の管を聴とつでも，こんな事を云

ってゐfこっ「お燥さんが欲しL、から日本に蹄りたL、。

日本に蹄りt:..1.、からお嫁さんがJ放しい。l
級山施之苑it.~ましき洗濯屋と自稽するつ秘遡
一回禁絢・運動の校教をするつ月給をもらうて誘致す

るつ坊主とほ U同様コ一切i禁酒洗濯極を唱へ、以て

諸々の地獄、酒地獄、ピール地獄、甘酒地獄を救済

し.禁溺極繁を示現すと喝破してゐる。

氷山忠君、沼-は非常に忙しい凍干であるつ

中野英二君、近頃はカロリーの部定をやってゐる

柑だっ九時出勤で日曜、祭目、休みと云ふっ野球を

やる針、暇もある諜子、何より結織。

上杉欽治君、西多量誕の工場に遁ふコ立川騨で牛乳

を買って飲むコともあれ、高田馬場からの通勤は一

寸つらい綾子。よく裏山や、運動中止のキルンの中

で寝てゐるとかa徴兵は甲優合格。

絵図書経治君、よきパパ振りを示してゐることであ

らうつ休みの日』こは日肉ボツコで主主ちゃんの守りを

してゐる宇目だつ

藤木茂君、日活で，現橡をやってゐる。戸海遁で色

の撃さった活動篤鍵を見たら君の現傑と患ってよいと

か3 最近に結婚脅すると隠し

青木拘失郎君、.倉護畿で評判lま大後にょいと漉

くっ君も叉最近結婚しすこと云ふ噂があるがよく知ら

なL、君は在校時分からこの疑ひ濃厚だったので多

分信じてもい Lのだらう。英他l主知らなL、つ

佐藤良順君。火薬の製造をしてゐるとかコ

栓喝木浩君、十一月頃結婚すると自白コ

由良泰夫君、甲極合絡で工兵だ相だっこの間上京

多忙らしく大活動をつrけてゐる。 Iオヨメ サ γを

もらふんだよ。jと何日ぞや、誰かに=コエコと話し

Tニキ目だつ

水科元安君、こ明討の風水答l土よき経践であった

とク リスチャνらしい言葉をはくっ

島田図郎君、大分民国にもなれた様子。静かでL、

Lと云ふ。濁りしょんぽりと紅葉をみてゐられる性

分ぢゃあ無いだらうに。

茂呂定男君、7ωH男子は春に結婚、大元気の様子

であるつ

僕、僕{主九品悌と市ヶ谷を往復してゐるつ平静EE:し_. 
I、つ

アルパム委員につげるつアルパムを平く しろとの

雄大なりと。(村岡記》
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製~ 3 .，隼
夏休みも事なく終代例年のi車りa愈4九月、から卒業

論文箆験に1反掛る事に成り ましたっ一同元気一杯で

すco?i.に各八の貧臓の題なり御知らせしまして今殴

の消，息を終りにしたいと恩ります。

猶最近御親母綴を失はれた岡国君、御厳父様に先

立たれた段通君!に聖母L主主1;:変心の御同情を申し上げ

ます。

石橋春雄君。 r繊維素の酷酸化反感に於ける繍媒
に就て。」

稲生米吉君。 「天然ガスより燃料油、の合成に就

で。」

服部丘吉君コ 「電磁痩持iこ裁て。」

西本勇者君。 iエステルを主成分とする三成分系

混合溶剤jの分訴法に就て。J

栂米耕平君。 i有機溶液の電解。l

岡田輿四郎君。 f~昔酸滋粉の分子量測定主主Jこ其性

質及び用途に就て。」

興津精工君。 r耐寒性潤滑油に総て。」
渡漫縫一君っ l敵性鼠土の溶声明蒸気の l民主主に就

で'oJ

ま震計夫君。「石油の環l新民税て。」
吉田忠君。 f各種鍍維業の吸!滋熱の測定。l

谷内伊之助君っ「酪酸アルミニュームの加水分

解。1

凶村直行君コ 「飽和脂肪酸線量の定量:法に就て。」

問中秀男君コ 「泥量定員・より沈険性硫黄の製造に閲

する研究。J

騰居車高明君)f.11向!孫染粉の製造並びに性質に就
て。」

武岡貞楽主主コ 「アミラーゼの精製法に闘する1匹

針。j

中島克彦君っ l 駒~アルコ昨ルの製法。 j

白井泉君コ [脱色誕の吸着i主に闘する研究。J

桑原義久i¥っ F~題化アルミー = ュ ームに依る石油の

分解に裁でb-J

山本明E沼っ 「魚油より合成潤滑油の製造に就

て。」

山科義彦君。 Fパノξ1.キア繊維の漂白法に就て。」

前島申孝君っ 「米綿及び印綿の吸法主性iこ就て。」

稲島巌二君っ [吸着せられたる膨素の摘出法に就

て。J

藤田邦准。 1-活性白土に就て。1

安生信平君。 r-エナメル平均獲の研究。l

驚藤泰一君っ I芭孫繊畿を利用せる繊維業の各種

定量法に就て。j

宮~沼紛君っ 「玉お黍Iの穂輸の成分の腕究並に利

胞に就て。J

水谷策平君。 i重グロA酸嬬類の研究。j

宮川保一郎君っ 「アルミニューム酸化被i股tζ就

て。4

;s;，付智夫君コ 「樹指{己反目撃年二議τ。j
亙住弘望書) r.凝固浴組~に囚るλ法繊維の矧微

側句研祭。J，
E電麟忠一君コ 1-電解透析による酵素の精製。J

荒川島文君コ 「澱粉憾の製法。j

第 2畢年

愈秋も深〈なり.勉嘆に玉~>!ヲ-'1に登く'絶好の季節

となり ました。苦々は試験休みを利用Lて来るw月
18， 19日の繭日伊香保へ依行を致じました。参加者

22名e 上野護午前 III時にて午後2時総m麓直ちに
パスにて伊香保温泉町に肉ひ古久屋按舘iニ入:{j。一

同皆Fテラに着換へれば、どれ事これも立恢な親誌

詐りやには予供の一人や二人軍事さうな情婦の者屯底

る。早速湯に飛び込むも春寒くτ火鉢にかぢり，付;(.者
手t択を書いて冷やかされて居る者も居石コ文怠震涯

のi車中は撮影の準備をする等中々lt.L¥.、。五時半 8
星島6盤、2聞を打抜L、て久方銀りのクラス曾を開I.'i.::.。

皆中身大人い、、ヨえ第t之盃を重ね宴癖となるに及び

そろそろ十入者干を引援り出す、堅生にじて置《のは

惜い、様な義人も多4居るつ 9時宴を閉てゴ。皆外出

するものと思ひの他殆んど出掛ける姿を見，t.l1l.、協

い漣中が捕って居で碁を関む者将棋を指す7者が深山

居る。3<;中にはこそこそぼへもぐって寝て居る者も

居~ ') II時l誕こは明日の英気を養ふ矯治省一人残らず

耐こ就1.'た。翌 19-日は6時包ma長館前にて認念緑、
影をなし8時やま体蛍を背魚"9.1:榛名湖九向ふコ途中

美 しい紅葉に闇まれ乍ら微風広治られで山を登る3

右に榛名左に相馬後lニ赤城の山を抱いて奇等は朗ら

かに前進すョII時榛白湖畔に到着休tr，湖国に潟る

榛名富士の美観l土試験の疲れも何も吹き飛ばすに充

分であったコ

此底より篠名神社iこ参詣し直ちに踊途につく。抱

へ踊ったのは3時半、 4時字に伊香保を議ち 8時半

上野蒲解散すっ C出雲記ヨ

第 1..-$ 

前曾一報にダラスの被告を述べさせて頂きましてよ

り、]iz.迎へ、秋を迦ヘ、そ七て秋期試験者?も腕に
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終了致Lましたっそして我々は第二思期のスタート

に立って居りますっ

九月以来十月の試験を目標に進み来たった私蓬は

墜部最初の試験を経験致しまして、非常な興奮を感

じましたが、今l主只静かな反省に浸って居ります。

省みて色々の敏感を感じ、色々の短所の多々あるこ

とを知り如何に私達の生活を、母昼間を向上せしむべ

きかをもっと考へる必要がある事を痛感致Lます。

忘れ得ぬ印象を心に残して、フアンダメンタルな

化穆分析の賞験を宇野先生、並びに石川先生の御指

導の下に終りまして、 第二事期よれヱ業化皐第

一、二部の質磁を秋山先生の下に行はんとして居り

ます。貸験もいよいよ膝用化率の城に入った様な気

がして何かしら喜びを感じますが、同時に不安にも

感ぜられますっ

賞験にも講義にも益々その内容の充賞してゆくの

を思はせられますっ秋もだんだん深まりゆくとき、

あまりiこも篤す事多きを恩ひ、叉この絶好の機曾を

最もよく利用せんと、皆各自の胸に計聾のあること

だらう、と恩ひますが、未だ具値的に申し上ぐること

もございませんつたピ連日の長い雨天がからりと晴

れて、秋らしい日がつ rくやうになれば、再び活動

の時期が始まり出すだらうと思ひます。

今回は簡単ながら一寸報告をかねクラスの心持を

述べて見ましたっ後{主進藤君に書L、て頂いてこれに

て嫡築設しますっ 〈宮田〉

慢に注意せぬと途中でまゐるとの先輩の言、文毎

年一二人伺]れてゐる事賞を見て{士、皆宇ば不安の念

にかられながら登校してゐたっ相蛍身に自信のある

人にも六月末より七月始めに掛けてはまひって来た

様だっ此の時夏休みの来たのは賓にオアシスの様な

嬉ぴを輿へられました合山に海に或は故郷に二ヶ月

の休養を得て我々は張切って九月号島俊に元気で出て

来ましたっこの休暇中のzウスについて話したら、

それは面白いことばかりあるのですが紙同の都合で

残念ながらカットします。思校が始まって一週間に

出でずして銃に苦々の聞には試験々々の言葉を耳に

する践になり空したコ二三人集れば某々先生の採絡

は幸いの甘いのと端摩臆測、時にはドツキリさせる

様な流言蜜語まで飛んでくるコ宮丹先生の絡機化事

の難しいのと言ったら一通りでな1.'0 ボアーが出る

ラサフォードが出るさではアインシユタイ y、ワー

ナー、ハ1 Jt- ロンドンとならぷ国々 l弘、づれも ~t

界の大事者であるつこれ等の人が苦心惨騰しての結

来を試猿場に出て解った様な顔をして行けるだけの

勉強をせねばならぬっこれを一夜漬にせんとするも

のもあるのだから何しろ物凄い勉強探り、中には此

等乃畢者の設にたでつく様なーかどの大化事者も出

て来る。或は弐の様ないたづらがかけ1-"こ。「無気〈無
機〉になって勇気〈有機〉を出して勉強したが分析す

ら分らず材強を聞こうにも人はなく建築はもうょし

た〈吉田)Jと云ふもんであるつ試験の火蓋は十一日

午後十時無機を以て落された。試験前の緊張たるや

一寸したことでも打られそうっ第三者が見たら、松

津病院行きの態生の集りとしか思lまれなL¥此の様

に騒いだ試験も済み秋の休暇が来れば険風一過の後

のま11<皆元気っ天高くして事生肥ゆるのとき。そし

て今や廿七、廿八の早慶設を眼前にして叉一つ感激

が待ってゐるつピユーレヅトのコックをひねる手が

角帽を鷲づかみにする手となって青春の耀歌とかは

ってゆく っ大いに若人らしく若き日を過すことが吾

人の使命の中の一つであると言ふ様な楽天主義の設

をかりれば、吾人にもこの設にうなずけるふしも多

分におるつ「燈も大切、なものの一つだ。JこうL、う

ことが遊ぶことの一つの言ふわけとのみなることを

さけさへすればっ最後に諸先生、先寮諸兄の御指導

を今後ともお願ひいたす次第ですっ

(準藤記コ

[V] 昭和九年度夏期工場

見皐接行要記

約4旬に亘る放行計重なって愈出裂の日が来た。

7月3日高田牧舎に結圏式を雪量ねた茶話曾を開催っ

山本研一先生を園長に仰いで集ふ者 lラ名っメンパ

ーを記せば、山本先生、西本、現米、渡溢、吉田、

田村、山科、藤田、宮森、志村、荒川、水谷、中島

(以上3年〉桑原、問中〈以上2年〉の諸君。

7月11B一一第 1日一一曇後雨。

前8.30 上野騨集合。2-3目前の軽弁津野替の

疲れ何の英のと云ふ元気さ。だが天気の方は丸まり

芳しかならぬ様子。

前9.25上野設。先づ磐越の放っ探頭先輩肝付氏

を始めとし、多重主Pラスメートのお見送りを受けて

出設。では護者に、元気に、愉快に、張切ってと互

に叡呼。潜念。宇都宮で皆揃って燐賞。天候険悪。

終に那須野に入って雨になったっ都をば霞と共にの

白河闘は雨にそば。

後1.47 郡山麓っ先帯三井、佐藤民のお尚迎を
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受け、直ちに雨中高南へ貸切パスコ日本化翠工業株

式曾枇郡山工場見製。 E話路雨の郡山市をパス遊覧っ

後 4.00 郡山議ゲ雨に畑る猪苗代の湖と雲に隠

る、撃事梯のl勾裾を車窓に眺め、康問より目;本沃度の

小山、島岡雨先輩の理主迦同行。

後 6.04 曾湾若絵着。パス貸切3 番践の案内に

雨の飯盛山白虎除の古墳を訪ひ、東山温泉不動縞依

館へ投宿コ

後 1.30 夕食っ 小山、島田兄の御，~待にピール

乾杯。宣伝幸を祈るつ兄等共に終列車にて錫祉コ

後 11.00 就床コ外は雨しきれ瀧にも似た水盤

穏に聞けば大分雨が緩いて阿賀野川が駄目らしL、コ

第一日から悲親だっ

7月.12日一一第2日一一一小雨っ

前 6.30 食事を了へて、雨中貸切パスにて騨へ

念じ

前 7.26 曾津若松愛っ新聞を見て始めて驚く。

~tl!iト事務水害、被害甚大、多般の死傷者があるらし

L 、田中君のお知合、昭和肥科の秘書課長谷口氏が

向車されるつ磐梯の裾野が見えて来たが、準むにつ

れて阿賀野川の精永。浸水家屋洗失橋梁至る慮。治

々たる濁流l主唯幣歎するのみつ

前 9.00 鹿滴下車。先議大江氏の出迎を受けて

先づ東信電気宣菱電所見準。靖水なくんばー騨手前の

日/1¥谷から下る筈だった阿賀野川のダよ。濁流角ー放

靖水 29尺と聞く。M:t翻と云ふより寧ろ恐視だ。三欠

L ‘で昭和目巴糾鹿瀬工場見翠。工場長水島氏の経営に

闘する御話を承って聾食を御馳走になる。

前 11.44 鹿瀬設。谷口、大江雨氏の御見迭を受

けてお宇去。暗雲低く翠;込めた奥州山脈を濁流溢倦く

阿賀野川に沿うて下れば、被害益々甚大。北陸線終

に不通との入電あり。新津乗換。

後 1.09 沼垂下車。北越製紙沼重工場見事。木

材からパルプ、パルフ・から抄紙と、どしどし製紙さ

れるのを見事。

後 3.2ラ 沼霊童遣っ水害の.~ 15分の還裂だ。

後 3.30 新潟着。禽代僑々酔新潟ホテルへ技宿。

水害の惨報相次L‘で来り、死傷者多量主北陵線全く不

通。悠々徹宵してダイヤの鑓更を官余儀な〈されるつ

満々たる信濃川が溢れんばかりだ。

7月13日一一第3日一一曇。

前 7.05新潟議。 北陸棋不通につき中央線経由一

路京都ヘ向ふことに決定。育者量日本活性白土伏木日

本鋼管穆校へ見車中止を打電。

前 7.36新溜下車3 パス貸切っ日本石油新津鍍場

主任の手11同氏に案内されて最容の油田二ケ所を見

墜っ

前 10.00 新津凌っ今夜は松本浅間温泉泊りと定

めて勇摺信州路へか Lる。二本木関山間口の信越閤

境のあたり暗雲低迷しきりコ

後 4.39長野着コ自動車に分乗有志善光寺参詣a

後 5.28長野裂。箱庭のやうな詩の千曲川を備隊

しつ L娘治越え。

後 7.22松本下車。直ちに電車にて浅間温泉へ至

り、ひなの湯へ一泊a獣待よろ しきを極めて、ゆっ

くりする。

7月 14B一一第4日一一情。

前 9.00朝食っ女中の案内で浅聞社参奔。電車に

て松本へ返す。

前 10.43 絵本塁遣っ漸く晴れて来たが日本アルプ

スは未だ見えぬ。聾尻乗換コ愈々木曾路へ入って接

受床木曾俊木曾川へ沿うて下りに下れば、厳原あた

りから夏ら L¥、天気。

後 4.05名古屋着っやっと東海道へ出て乗換っ

後 4.45名古屋E妻。 矢張東海道線の汽車は乗心地

が蓬ふっ岐阜と琵琶湖畔でー二度念行に遁抜かれて各

19分間停車。

後 9.37京都着ョ木曾福島からの電報に番頭が迎

へに来てゐるつ市電にて三僚小橋の秋田屋べやっと

辿り着〈 。京の街l土蔦スローモーシヨ yだっ扱て夜

更の新京極を揃って散歩。四僚の長崎屋でお茶を飲

み就床終に夜半コ長き汽車の一日っ愈々関西だっ

7月15日一一第5日一一晴。

今日はお主主 15日第3日曜につき終日自由行動と

評定。

前 9.00山本先生に伴はれて有志敏名天満宮前の

西陣岸本織物工場見皐。後は東山琵琶湖嵐山と皆思

ひ思ひの魔へ山掛ける。

夜。先輩の由良、利光氏方宿へ見える。稲生、服

部、民瀕(3年〉谷岡 (2年〉君が加はるつ

7月16日一一第6日一一情。

前 8.00七{際高山耕山見製っ各自荷物を持って国

Fク分乗っ

前 10.00 伏見陶磁器試裁所見撃。磁松氏の筑説

明を蒙る。錫路伏見稲荷参薄。鴛めに漁定よりー汽

車乗遅れる。

後 1.17京都議。車中緋賞。

後 2.02吹図t."!¥i。直ちにアサヒピールの犬日本
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姿酒吹田工場見皐3 先輩渡漣氏の獣待を受け、大阪

へ念がんとして汽車を気にすると、吹田だって都舎

だっせ何時でも汽司王はありますぜと冷かされて皇室に

又一汽車延期3

後 4.30 梅間着。 園 ~7 に分乗して日本橋稲問屋

へ投宿コ大分大世帯になるコ2年の桑原君上野より

北問臓弁まで同行の予続的憾の矯め絡に常地ま

で延長見畢コ能率 120:;6っ入替って正佳、前島の雨

君来るつ

1Ji111B一一第7日一一一婿っ

前9.30大阪窯業セメメト工場見事。揃って電車。

寺門氏の吹登を入れて御設明ありつこれは見準旋行

に白調のもの。見窄皐習設明了解に成績満製iだっ中

食を御馳走になって鮮去っ朝日織まで市電。

後 2.30恩水浴製糖大阪工場見壊3 民木氏のお話

を承って休業中の工場を一巡コ

後 6.30ガスピルにて早糠曾鞍迎曾っ出席者 35

名内事生側 20名。験談夜の更くるを知らずコ窓下

の宥街では恵比須祭かH辰ひを極めてゐたっ今日まで

やっと政行の前学を了へ明日から後半コ

1 JiI 18目一一一第8日一一精勺

前 8.30大阪工業試験所見撃っ上潟老江まで電

車、ハーパーの悔いたと云ふ白金の蒸溜袋置を始め

光事硝子のポット 7~ ーネスを見事コ

前 11.00 精版印刷見墜コ先輩森川氏の説明に精

版技術の准歩を急いで見種。

正午より自由行動。一部賓塚観劇。

後 2.∞有志5名朝日橋銑粉塗糾株式曾枇工場見

皐コ阿部、鈴木雨先輩の御歓待を頂〈 っ

1月19回一一第9日一一晴っ

前 7.43大阪裂っパス園タPでやっと間に合って

三の宮下車。荷物は敷倒にまとめて騨へ一時預3

前 9.∞王手合ダYロッププム工場見患っムーツと

する硫化の蒸気にふらふらして辞去っ再びパスにで

三の宮に返し、電率へ乗換コ

前 11.00 阪神プム見事。中食を御馳走になり、

先輩江崎、宮本爾氏の御説明に工場見墜3 今世界を

文字通り踏み占むる吾がプム靴の製造を見て何とな

く愉快な気持つ

後 2.30犬同マッチ見署員。震夏の日照に閉合して

電車で行〈。手工業の護達した工場を見て手も機賊

の一部だと意識するつ

後 6.30摩耶山ホテルに放行懇新慰勢曾を開〈。

湯上り夕暮の美しい神戸の港を見下しながらぜ F ル

サイダーを銭〈 。何とも云はれぬ和やかな気持だっ

た。

後 9.52三の宮鼓っゆっくりさ主席をとり得てホツ

とするつ扱て、闘西を了へて中関九州の絞っ山陽線

一行 20名っ

7月20a- 第¥0日一一晴っ糠雨っ

前 6.30宮島の鳥居を眺めながら三々五々釘揃っ

て食堂に朝食っ

前 8.11下松下車。先輩E宇野氏に案内されて自動

車に分乗。日本石油下松工場見撃っ

後 0.04下絵授。

後 0.15徳山下車。界前松政食堂で中食をすませ

パス貸切っ

後¥.30燃糾廠見事。研究部製油部粉炭煉波部を

見筆。昨日の夜行の疲れに生債の糠雨。睡魔しきり

山本先生に宥めつ駿されつ L元気づけられ漸く見墜

を了へてパス騨に返す。

後 4.45徳山登っぐったりするつ雨に濡れた三田

尻の境問っ

後 7.40下闘着っ出迎の自動車に分乗っ田中町岡

村放館へ一泊。止tliltへ来て何と皮肉、北陸の水害に

引替へ‘て手・天のJk飢箆っ風呂水も十分ならずとはコ

1月21日一一第 11日一一晴っ

前 8.00朝食っ荒物の憧散歩っ平家被亡の古蹟を

訪ね九州ー!を事むつ貫主々 九州へ来た。

前 11.00 門鍛試験所見墜。山本先生同期の民鱗

氏自らの御説明。

後 0.30 門司霊~~車中大急ぎに燐嘗。

後 0.45小倉着コ騨前ダルマヤ飯館に投宿コ期待

に反して小さな依館だコ交渉の手建ひから大なる失

敗をやるつ恐縮っ交渉子大いに申謬なし。

後 2.00東洋陶器見墜コ往復パス。

後 7.∞歎週曾。北九州J馬関在住の先輩諸氏馳せ

参じその曾っ狭い二階で重り合つての舎だったっ測

の座9 歌の宴3

7月22B一一第 12日一一雨コ

前 8.30朝食。猛烈な際i弱。暴風管報ありつ雨の

晴聞を見て出窓コ

前¥0.00 旭硝子牧山工場見事。松井先生の従弟

にあたられる馬淵氏の招待に見畢後、工場裏手の山

に登り北九州の工場地帯展塑っ霊食の饗騒を受くっ

後 1.00枝光九州化事工業株式曾祉見感。こl..(1

旭硝子の裏門から程近き慮。村雨の中を徒歩でゆく

曾枇の製品は製造質訟で行ったナプタレン。原料{主
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隣の日本製織から運んでゐるさうだっ電車で小倉へ

蹄るつ

1月沼田一一第 s日ー←晴っ駿雨。

昨日の雨で漸く水飢餓から救ばれたらし1.'0 天気

としてはあまりはっきりせぬが見皐放行として最後

の日っ皆元気が好L、。

前 8.38小倉菱重っ準念のため校光通過つ

前 8.58八幡下車っ先づ騨前の氷屋に荷物を1背け

製織所正門まで電車で行く。

前 10.00 日本製織所見皐っ製織材鍛板工場1t畢
工業工場副産物工場熔銭凶見製。何れを見ても活気

ある工場だっ今迄見事して来た工場に比べて確かに

男性的滋測さのあるヱ場だ。千夜不滅の熔鏡泊。遊

り出づる灼熱の鍛浮3 飛散る火華lま何時まで見ても

腕すく眺めっ媒焔で虞黒になって見墜したが終にセ

メント工場だけは残す。

後 4.00銅片静長山本氏のお取計らひを謝して齢

去。

後 4.55入幡妥っすべてが了ってホツとした気持

駿雨っ

後 6.45二日市着。番頭の出迎に夕立の中を自動

車に分乗っ武獄温泉大丸Dit館i三投宿コ何が扱ても大

きな湯機に延びて、やっと生れ湿った気持になるつ

後 8.00懇親慰務曾を策ね解圏式を奉行。ピール

乾杯。山本先生の御挨62委員曾計の挨拶ありつ都
の西北を合唱して目出度〈昭和九年度夏期工場見墜

按行の解園式を終了っ時正に、後 10.00-。

思へば長きDi'A路コ北陸の水害、北筑の辛・天っ水あ

って苦しみ水なくして苦しんだが幸一人の病人をも

出さず、磐主主関西中園北九州治んど日本の大工業地

稽を遍歴し、見撃せる工場の厳l主20の僅かながら

吾々の奉げ得た成績の多大でらった事は確信するコ

工業日本っその名は確かに紙上の2芸名Tはな¥， \~ 

今全世界(土日本の商品を以って坐捲せられ、動もす

ればソシヤルダンピνグの汚名をも呼ばるる時、吾

は々止tの偉大な商品を蓬み出す工場が日本至る慮に
存{Eし、麓能の技術者が力強〈働き力!虫〈動くを見

て、吾々は限りなき昂奮を受え限りなき抱負を抱い

て、愈々苦々の責任意大なるを悟ったっ

見翠の時恰も三伏の西宮暑。動もすれば屈し強ちな

気候であったが、吾々はあの不断のボイラーの前に

立つ偉大な働きの人々を見て、そこに縁い何物かを

教へられる路地;ゐったっ心頭減去すれば火も担r>l東し
苦々は確かに今度の放行が皐に技術の見事ばかりで

はなく、精紳的iこ数限りない主主き修養をなし得たこ

とを幸とする.1!であらうつ同時に今度の自民行が今迄

にない長途に拘らず、今迄にない低廉な費用でなし

得たことも先づ成功・であったと云って過言ない。然

しこれは全〈、見穆至る慮に絶大な鞍週を蒙ったと

とと、この間園長を始め先努害者氏の多大なる街l媛・助

あった箆めは勿論であるコ

7 A24目っ雨っ前 8.00曾計報告。自由度解散。

解散後各自自由な行路をとって腸京。また其慮に今

迄と襲警った箇白い膝行談が生れたことであらうつし

かし其Jl3t迄は本記のよくする慮ではな1." 

この稿を終るにあたり、厳迎を添うした各工場曾

社職員諸氏、先議f交友諸氏、上野出資に際して見迭

を給ひL害者氏、並びに旋行計宣にあたり多大の教示

を賜はりし諸先生方に到して高佐の謝辞と敬意を表

し、以って同時に銀行の居後まで常に一行を踊まし

慰められて鍛多の御数寄11を賜lまった園長山本Uト先

生に到して深<.謝し、先生の御健康を祈ってとの稿

を了へることとするつ 9， 10. 31(水谷、中島〉

VI 理工皐曾曾員名簿
曾員異動〈昭和九年十一月以降〉

第一回卒業生

竹内 祭弐東京市板矯区小竹町二二七九〈伺居〉

上出 武敏 .寄屋赤玉ポートワイン大阪工場

f青山秀雄東京市浅草直浅草橋一丁目ーoc鴎
居〉

城口組古大阪市外岡町東話題通三 〈鶴居)

第二回

立川 隆剃奈川勝、膨貞賀市船越町七四二 (市

区改正〉

八百枝俊夫 満州関奉天小西海門外lffi1草地二総路
娠威里八六〈鞠'1D

第三回

岩間義信東京市外省幹争」七三三(轄居〉

安田保蔵大阪市南区北炭屋町三八 (" ) 

木村清一郎東京市杉並区阿佐ヶ谷二ノ六一入

〈轄居〉

閥山添夫豪湾姦南州・l虎尾街七O 大日本製僚

社宅

第四回

岩瀬斧三郎大日本製糖株式曾社月間製糖所〈枇

名型軽更〉

竹中誠二 東京市灘谷区代官山町一O番地
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辻 直吉香川孫高自主市宮脇町一三九(韓居〉

山本繁生横演市鶴見直鶴見町塑岡三九四CIf)
阿部惑浩兵庫県芸川遁郡塚口字西之口 C") 
第六回 4

¥鳥居敏文満洲関東+トla長l頓市大島町陸軍官舎六

O(同居〉

杉浦務浩株式曾枇阪国向禽東京支庖Cilit名鍵

夏f反鶴居〉

東京市目黒区原町一二二一

第七回

細岡市郎海軍航宰厳飛行機部

七芥永詩東京市浅草区小島町一丁目五〈養地

異動〉

第八四

元木秀一東京市堕島区高岡南町三ノ七二入

(輔厨〉

森川隆行〈精版印刷株式曾枇商事験〉

第九回

鈴木貞一兵庫懸西宮市今津町網目|一三 (市医

改正〉

第一O回
朴 元!照朝鮮京娩府策綱さ|羽ノ-(輔居〉

寓極 稔新潟市西娘一一

岡部英敏長崎市大浦元町測候所

平岡 策大阪市西成区千本通二ノ八〈時居〉

森乎祭一東京市世岡谷区玉川田閣澗布二ノ七

三六く番地異動)

野田秀雄相州逗子町逗子一一二二

第一一回

松岡健- .t1~問製油所愛媛験松山市南立花町

木村五郎朝鮮成鏡北道清津府稲泉吋一七〈鴎

居〉

菊繁倫治郎高梁商業皐校

第一三回

井上良夫東京市iIP川底小絵川町一ノ六九

〈鶴居〉

川村良夫東京市大森区出園調布四ノ二A j鱒居〉

辻 弘 二 滋賀豚大津市中期町六かねよアパー

ト内〈轄居〉

長演 弘徳永硝子製造所松原工場

門司市大里町松原同工場内

佐藤英三 横漢市鶴見区生漆町凶三七〈輔居〉

平野静夫 日本石油株式曾祉柏崎製油所(勤務

箇所異動〉

新潟豚苅羽都柏崎町港町一丁目

第一四回

土井内務東京市王子区上十僚九三小野津久江

方(碑腎〉

村則 卓東京市10:田谷区玉川奥津三丁目入七

一(輔居〉

青木拘弐郎東京市品川匪西大崎三/四八五高橋

方(輔苦〉

a;呂定男浅野小倉製鋼9f

上杉欽治大阪市東区第四郎圏歩兵第八聯隊第

九中隊

由良泰夫大阪府三島郡高槻町工兵第PH大隊第

一中隊

第三ミ想空手

荒川 昌文序牧院は浮牧院

武同点祭東京市警豊島区池袋二/ー01羽--(開

居〉

第二皐年

磯野好治東京府北多厳郡久留目村門前r4i牧院
(鶴居〉

第一穆年

奴岡孝 lま坂口孝の訣

有志曾員

石8.1 体官士潟震 7イルム株式曾枇雑司ヶ谷

工場(枇名嬰更〉

ーー一一一一一・2・ -~.。令‘弓・〈ーー一一一一 一

一一御 願 ひ一一

御住所、御勤務先、御異動の際[主、乍御子政至急教室内、

感用化皐曾宛御知らせ願ひます。


